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2018年12月期（2018年1月1日～2018年12月31日）について報告して
います。

ポーラ・オルビスグループ CSRレポート
～サステナブルな事業活動～



推進体制

推進体制についてご覧いただけます。

3つの領域

CSR活動の3つの領域についてご紹介します。

ステークホルダーエンゲージメント

社外のステークホルダーの皆さまと積極的に幅広い対
話を行っています。

「たった一人のためにつくったクリーム」、80年以上前、創業者が手の荒れた妻のために独学で開発したクリームこそポー
ラ・オルビスグループの始まりでした。
技術革新やグローバル化により、当時とは比べものにならない程 人々の生活は豊かで便利になり、価値観も多様化して
います。こうした状況の下 私たちは、美しくありたい女性の気持ちに寄り添って、時代と共に変化するお客さまや市場をい
ち早く捕らえ、事業を変革し続けてきました。
また、創業当時から働く場が少なかった女性に多くの就労機会を提供することで地域発展の一助を担い、公益財団法人
ポーラ美術振興財団や公益財団法人ポーラ伝統文化振興財団への支援を通して、人々の豊かな心の醸成にも努めてま
いりました。
私たちが創業以来持ち続けているのは「誰かの役に立ちたい、誰かを幸せにしたい」という想いです。創業者が自分の妻
のためを思ったように、ポーラ・オルビスグループは、私たちの身近な人から世界中の人々まで、直接ぬくもりが伝わり貢
献できる事業活動を今後も続けてまいります。それはどんなに技術革新が進んでも私たち人間にしかできないことではな
いでしょうか。
生活が便利になる一方で私たちが住む社会は地球規模で取組まなければならない課題を沢山抱えています。このたび国
連のグローバル・コンパクトにも参加し、企業経営を通して山積する社会課題に向き合い、世界中の人々の幸せのため当
グループとして出来ることに取組んでまいります。

1

https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/propulsion/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/area/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/stakeholdercommu/index.html


ポーラ・オルビスグループでは、CSR活動をグループ全体に広げ展開していくために、「グループCSR委員会」を
設置しています。
「グループCSR委員会」は、ポーラ・オルビスグループCSR委員会規程に基づきポーラ・オルビスホールディング
スのCSR担当役員を委員⻑とし、各グループ会社の役員を各社CSR推進責任者として構成メンバーにしています。
また、必要に応じて各グループ会社内に職場推進担当者を任命し、CSRの課題を検討し、解決を図っています。ま
た、CSRの理解、啓蒙、啓発を図るために講演会やe-ラーニングなどを実施して教育に努めています。
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CSRは企業の経営活動を通じて社会に対し責任を果たすことであり、企業理念や経営理念が企業のCSR活動におけ
る羅針盤の役割を担うものです。
ポーラ・オルビスグループにとって、CSRは決して新しい活動の付加ではなく、今までの経営活動を新しい視点
（社会的責任、ステークホルダーの視点）で⾒直し、充実させることだと考えています。CSRは経営戦略の中核に
位置付けて⽇常的に実践することを通じて、社会的に⼤きな責任を果たすことと認識しています。

ポーラ・オルビスグループでは、CSRを「基本的」、「事業的」、「選択的」の3つの領域に整理し、実践していま
す。

企業⽂化芸術活動、環境保全活動などに積極的に取組み、本業を豊かにするとともに、社会に⼤きな貢献を果たす
活動。

持続的発展のためのお客さまおよび従業員満⾜の向上、⾼品質商品・サービスの提供、地域振興・地域産業活性
化、新価値の提供による雇⽤創出など、本業を通じてのステークホルダーとの協働による活動。

法令や社会倫理を守る「コンプライアンス」、企業の経営基盤に関わる「コーポレート・ガバナンス」、企業の説
明責任を果たす「情報開⽰」など、企業として取組むべき基本的な活動。
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顧客

お客さまからのご意⾒を、事業

活動やサービス向上に⽣かして

います。お客さまの声を速やか

に経営に共有し、スピーディー

に改善する仕組みを整えまし

た。

コールセンター

顧客満⾜度調査

お客さま座談会・

グループインタビュー

販売データによる各種調査

ブランドイメージ調査

化粧⽂化についての意識調査

お取引先（サプライヤー）

原材料や包材のサプライヤー

は、重要なパートナーと考え、

主要なサプライヤーとは年1回
以上直接会い当社グループが推

進する調達の⽅針を理解、協⼒

いただくことを⽬的とした説明

会を実施しています。

購買⽅針説明会

CSR調達ガイドライン

CSR調達アンケート

お取引先
(ポーラビューティーディレクター (BD))

お客さまに直接接するＢＤへ

は、⾃社の理念へ共感し、企業

価値を伝えていただくために、

⽇々コミュニケーションを密に

とっています。特に教育に⼒を

⼊れ、階層別に実施していま

す。

リクルート活動〜定型教育

商品勉強会

ショップオーナー研修会

(POLA University創設)

全国表彰⼤会

幹部営業会議

BDへのヒアリング

従業員

多様な従業員それぞれが個を発

揮することで企業が成⻑すると

いう考えのもと、個を発揮でき

る環境づくりに取組んでいま

す。2017年は健康経営宣⾔をリ
リースしました。

従業員意識調査

従業員フォーラム

安全衛⽣委員会

健康経営

FA制度・ベンチャー制度

イントラネットで情報共有

CSR賞表彰制度

ヘルプライン(内部通報制度)

社会・NGO/NPO

社会からの要請に応えることで

共存共栄したいと考えており、

社会貢献活動も⾏っています。

NGO/NPOからの質問にも真摯
な姿勢で対応します。

⽂化・芸術活動

出張授業(地元の中学校に協
⼒)

インターンシップ

⼯場⾒学

環境教育

地域清掃

NGO/NPOとの対話

地場産業との協業

⾃治体との協定

株主・投資家

積極的にコミュニケーションを

とることで株主・投資家の要望

に応えます。IR優良企業賞※を2
度受賞しました。株主総会での

ご意⾒をもとに株主対象の⼯場

⾒学会を実施しました。

株主総会

統合報告書の発⾏

株主通信の発⾏

スモールミーティング

投資家説明会

株主向けイベント

※主催：⼀般社団法⼈  ⽇本 IR協議会

ステークホルダーエンゲージメント

「私たちの企業活動が社会の期待や要請と⼀致しているか」「社会が求めるより良い商品・サービスとは何か」を
検証するため、社外のステークホルダーの皆さまと積極的に対話を⾏っています。そこで得たご意⾒、ご指摘をグル
ープ内部で検討し、具体的な改善策として経営に反映させています。
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ステークホルダーからのご意⾒をもとに改善した例

「敷居が⾼いと感じる」（ポーラ）

2018年1⽉より、「リンクルショット メディカル セラム」の価格改定を実施 

15,000円→13,500円（税抜）

「通販と店舗の顧客戦略は合わせて考えるべき」（オルビス）

2017年10⽉より、通販と店舗のポイントを統合

「⼯場⾒学を実施してほしい」（株主総会にて）

2017年11⽉に株主向け⼯場⾒学会を実施

ステークホルダーダイアログ
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サステナビリティ⽅針

「世界中の⼈々に彩りのある⼈⽣を」提案するため
の、ステートメントです。

先端技術によるQOLの向上

先端の技術やサービスを探求し続けます。

地域活性

地域と密着した関係を築き、地域の雇⽤の創出や⽣
活⽂化の成熟に事業活動を通じて貢献します。

⽂化・芸術・デザイン

⽂化・芸術・デザインのノウハウを、彩り豊かな社
会を築いていくためにいかしていきます。

CSR賞

⽇頃のCSR活動において積極的に取組んでいる団
体、また個⼈の努⼒に対して敬意を表し、活動の発
展を⽀援しています。

サステナビリティ活動

ポーラ・オルビスグループは、3つの軸を定め、サステナブルな活動を発展させてまいります。
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わたしたちポーラ・オルビスグループは、世界中の⼈々に彩りのあ

る⼈⽣を豊かな感受性と個性が織り成すしなやかな⼼で提案しま

す。

そのために全てのステークホルダーや、地球・社会環境と誠実に向

き合い、持続可能な社会を創る企業として成⻑し続けることを宣⾔

します。

サステナビリティ⽅針

⽅針

ポーラ・オルビスグループでは、2017年グループ理念策定と同時に、その実現のためのサステナビリティ・ステー
トメントと3つの軸を定めました。これらを実現するために、⽬標を設定しています。

サステナビリティ・ステートメント

ポーラ・オルビスグループのサステナビリティ ステートメント

サステナビリティ活動の⽅針策定プロセス
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持続可能な開発⽬標（SDGｓ）は、2015年に国連総会で採択され
た2030年までに達成すべき世界共通の課題です。
17項⽬の中でも事業との親和性の⾼い「ジェンダー平等を実現し
よう」「働きがいも経済成⻑も」「産業と技術⾰新の基盤をつく
ろう」「住み続けられるまちづくりを」を最重点課題とし、環境
に関わる項⽬についてもマテリアリティの⾼い項⽬として解決に
寄与していきます。具体的には、⼥性起業家の創出、伝統⼯芸のイ
ノベーションで地域経済の発展に寄与。
⼥性の視点を活かした先端技術やサービスで可能性を広げ、社会に
貢献。環境への配慮も、調達から廃棄まで⼀貫した⽬標を設定し
管理していきます。

ポーラ・オルビスグループでは、ポーラ・オルビスホールディングスCSR事務局
が主体となり、サステナビリティ活動の推進のため、⽬標の検討を⾏い、グルー
プ各社と具体的な⽅策を検討しています。この⽬標・施策は年に2回、グループ
CSR委員会で、内容の審議及びモニタリングを実施し、グループ執⾏会議に報告
しています。

ポーラ・オルビスグループは、2017年2⽉に国連グローバル・コンパクトに署名し、定める４分
野１０原則（⼈権、労働、環境、腐敗防⽌）について、従業員が⾃覚を持って⾏動できるよう、
全従業員に教育を実施するなど、周知を図っています。

⼈  権 原則1： ⼈権擁護の⽀持と尊重
原則2： ⼈権侵害への⾮加担

労  働

原則3： 結社の⾃由と団体交渉権の承認
原則4： 強制労働の排除
原則5： 児童労働の実効的な廃⽌
原則6： 雇⽤と職業の差別撤廃

環  境
原則7： 環境問題の予防的アプローチ
原則8： 環境に対する責任のイニシアティブ
原則9： 環境にやさしい技術の開発と普及

腐敗防⽌
原則10： 強要や贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗防⽌の
取組み

体制

国連グローバル・コンパクトの加盟

持続可能な開発⽬標（SDGs）
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⽬標

取り組み

グループ⾮財務KPI
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ポーラ・オルビスグループは、お客さまに『もっと楽しく、もっと⼼豊かに。⼈
⽣を変えていくこと』を提供します。そのために、先端の技術やサービスを探求
し続け、お客さまの予想を超えた「感動」の提供に努めています。

2018年12⽉新規美⽩有効成分PCE-DP(ピースディーピー※3）承認されました。
ポーラで2019年5⽉本成分を配合した新製品「ホワイトショット（半⾓）
LX（ローション）」「ホワイトショット（半⾓）MX（ミルク）」※4を発売しま
した。

ポーラで2017年1⽉発売「リンクルショット  メディカル  セラム」には市場で初
めてシワ改善の医薬部外品有効成分として認められたニールワン※6を配合しまし
た。紫外線による圧⼒によっておこる弱い炎症とキズと勘違いしシワを作ってし
まう働きをブロックすることで、肌本来の⼒によるシワの改善を促します。
2018年末までに約170万個を販売、80万⼈※7以上の⽅にポーラの先端技術を体
験していただきました。

特定保健⽤⾷品として肌の機能が承認された「オルビス  ディフェンセラ」が
2019年1⽉より販売を開始しました。飲むスキンケアという提案が多くの⽅に受
け⼊れられ、発売からわずか１ヶ⽉で8万個以上※9をお買い上げいただきまし
た。乾燥が気になるのは顔だけでなく全⾝です。”飲むスキンケア”だからこそ、
顔、背中、⾜など乾燥が気になるあらゆる部位をケアします。⼿が届きにくいボ
ディの乾燥対策にもお勧めです。

サービスによるQOLの向上

先端技術によるQOLの向上

ポーラ･オルビスグループは、研究を通じて化粧品の枠にとらわれない新価値創出を⾏っています。「Science」
「Life」「Communication」を軸に、お客さまの美しい⼈⽣を彩ための価値を創出していきます。そのために、グ
ループ全体における研究統括機能をポーラ・オルビスホールディングスの「Multiple Intel l igence Research
Center」に集約し、そこで決定した戦略に基づいて、ポーラ化成⼯業の「Frontier Research Center」で研究を実
⾏し、新規・既存事業へ活⽤するシーズを創出します。

シミでも、シワでも、乾燥でも承認取得

市場で10年ぶり※１に「新規美⽩※2有効成分」で医薬部外品

世界でひとつの「シワ改善メカニズム※5」医薬部外品

「肌にもトクホ※8」
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ポーラ･オルビスグループは、ダイレクトセリングだからこそできるお客さま⼀
⼈ひとりとの「出会い」を⼤切にしています。コミュニケーションの中からそれ
ぞれの美を⾒つけ出し、お客さまにあった⽅法でいち早くお届けします。

※1 新規美⽩有効成分を配合した医薬部外品として。2018年12⽉時点の、医薬品医療機器総合機構の医薬部
外品承認情報による

※2 メラニンの蓄積を抑え、シミ・ソバカスを防ぐ

※3 デクスパンテノールW

※4 販売名：WSローションLX、WSミルクMX

※5 世界でひとつのシワ改善メカニズム：好中球エラスターゼの活性阻害により、真⽪の分解&⽣成のバラン
スを整えるシワ改善メカニズム。

※6 ニールワン：成分名 三フッ化イソプロピルオキソプロピルアミノカルボニルピロリジンカルボニルメチ
ルプロピルアミノカルボニルベンゾイルアミノ酢酸Ｎａ

※7 80万⼈：2017年1⽉1⽇〜2018年12⽉31⽇の販売実績（ポーラ調べ）

※8 許可表⽰：本品に含まれる⽶胚芽由来のグルコシルセラミドは、肌の⽔分を逃しにくくするため、肌の乾
燥が気になる⽅に適しています。

※9 2019年1⽉1⽇〜2019年1⽉31⽇の販売実績（オルビス調べ）

サービスによるQOLの向上

ポーラは、⽇本全国に約4.5万⼈いるビューティーディレクターが⼀⼈ひとりのお客さまに最適な美容を「カウンセ
リング」や「エステ」を通じて届けています。
お客さまへの提供価値を向上するために、名称を「ポーラレディ」から「ビューティーディレクター」へ変更しま
した。販売品質を向上し、お客さまに喜びを感じていただきたい。そういった狙いから、理念教育や、お客さま対応
⼒の強化を実践し、持続的に接客品質の⾼いサービスを⾏っていく体制づくりをしています。

ポーラ ビューティーディレクターによる最上のおもてなし
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昨今、パーソナライゼーションがますます注目を浴びていますが、ポーラは
APEX（アペックス）ブランドを通じて、30年前から一人ひとりの女性の肌に向き
合ってきました。アペックスは、独自の肌分析技術に基づき、一人ひとりに適し
たスキンケアをお客さまと共に創り上げるパーソナライズドスキンケアブランド
です。
1800万件の肌ビッグデータの蓄積とAI搭載の新技術の活用で、従来の約3.4
倍、852万通りのバリエーションから自分自身に合うケアアイテムのセレクトが
可能になりました。 動画解析から5年後、10年後のために今から高めておくとよ
い力、肌の可能性を知る「肌のポテンシャル」を分析。更に、静止画解析から、
肌の形や色・ゆらご・うるおいなど、今と近い未来に表れやすい肌状態を知る技
術により、肌の強み・弱みを知る「肌のコンディション」を分析します。分析結
果に基づき、お客さまのお住まいの地域における気象情報をとり入れ、重視すべ
きケアを１つずつ設計します。目的やケア習慣を踏まえたうえで、7アイテム全
39種類のタッチアップテスターを使い、お客さまの好みにも対応したテクス
チャーの調整も行い 、楽しい時間もご提供します。

商品ブランドを通じてQOLの向上を　ポーラ　A PEX（アペックス ）



オルビスは、その⽇のなりたい印象に合わせたメイクを楽しむためのサポ
ートツールとして、スマホアプリ内に「パーソナルAIメイクアドバイザ
ー」のサービスを提供しています。
顔写真を撮影するだけで、AIが四季をイメージした4カテゴリでパーソナ
ルカラーを判定し、顔のパーツや⽐率の分析のフェイスプロポーション診
断と組み合わせて似合う⾊や⽬的に合った商品を提案します。
さらに、アプリ上で「なりたい印象」に答えることで、判定結果を基にし
た⾃分の理想のイメージに近づくためのメイクの組み合わせ⽅やつけ⽅な
ど、パーソナライズされたアドバイスが得ることができます。

オルビスは、テクノロジーを活⽤した⾼い体験価値をもとに、「⾃分らし
い美しさ」の発⾒や「なりたい⾃分」の実現に向けて、さまざまな取り組
みをしてまいります。

オルビスは、カタログ、オンラインショップ、オルビス・ザ・ショップなど、お客さまと常に接点を持ちつづけられ
るようなコミュニケーションの場を通して、お客さまの声やご要望を直接いただいています。そのお声をもとに、お
客さまに伝わる紙⾯や画⾯づくり、サービスや商品づくり、お店づくりを⾏っています。

オルビス お客さま⼀⼈ひとりのためのコミュニケーション

AIで「なりたい⾃分」の実現 オルビス パーソナルAIメイクアドバイザー
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⼭形 ⼤分 秋⽥ 埼⽟

気象の専⾨機関である⽇本気象協会と連携し、「美肌予報」という美容情報サイ
トを誕⽣させました。翌⽉の気象予測から、乾燥、シミ、シワなど肌への影響度
を独⾃のアルゴリズムにより導き出し、県別に必要なケアをWEBサイトで提供
しています。全国⼀律ではなく、お住まいの地域ごとに最適な美容法やケアをお
伝えするという取り組みは、⼀⼈ひとりのお客さまの肌に合ったケアを提案する
ポーラだからできることです。ポーラへの認知や利⽤意向の向上に寄与していま
す。

詳しくはこちら

地域活性

ポーラ・オルビスグループは事業活動や⼈々の⽣活の基盤となる地域社会の発展に、⾃らの強みである「美を創造
する⼒」を最⼤限⽣かします。そのために、地域と密着した関係を築き、地域の雇⽤の創出や⽣活⽂化の成熟に事業
活動を通じて貢献します。また、地域に伝承されている匠の美しさ、伝統の技や造形美を、⾰新的な価値を付加し世
界へ発信します。

⽣活者の⽬線で地域の課題を考える

ポーラの全国  4.1万⼈のビューティーディレクターは、美容カウンセリングやエステといったサービスをご提供して
います。⾃分が⽣活している地元で活動しているからこそ、⽣活者の⽬線で地域の課題や期待をきめ細かく受け取
り、提案につなげています。地元にお住まいの⼥性や⼦供たちのための職業体験イベントやワークショップなど、地
域の⽅々にワクワクする経験とコミュニティとしての場をご提供することで、地域社会に貢献し、多くの⽅に喜ばれ
ています。

ポーラは、⾃治体や企業・NPOなどと地域の未来を共創するうつくしくはたらくプロジェクトを⾏っています。地
域社会の活性化に貢献することで、ポーラブランドの浸透を促し、強い接点をつくっていきます。

⾃治体との協働

秋⽥県との包括協定

秋⽥県仙北市との包括協定

北九州市との包括協定

富⼠市との包括協定

その地域の美しさを求めて

ポーラの⼀⼈ひとりのお客さまの肌に合ったケアを提案する個肌対応ブランド「アペックス」のスキンチェックデ
ータの解析から、住んでいる地域によって肌に差がみられることがわかりました。これは、⽇本では地域ごとに気
候や⾵⼟が異なり、肌が置かれる環境にも違いがあり、例えば、南と北、太平洋側と⽇本海側、海に⾯した地域と
内陸部では、紫外線や乾燥などによる影響が⼤きく異なるためだと考えています。

うつくしくはたらくプロジェクト

美肌予報
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https://www.youtube.com/watch?v=k_lVk_pdCR8
https://www.youtube.com/watch?v=oCU9dpzKwwM
https://www.youtube.com/watch?v=VSE4n-klmuI
https://www.youtube.com/watch?v=KpA7sjsIcmA
https://www.pola.co.jp/special/bihadayoho/
https://www.pola.co.jp/company/pressrelease/pdf/2017/po20171116.pdf
https://www.pola.co.jp/company/pressrelease/pdf/2018/po20180528.pdf
https://www.pola.co.jp/company/pressrelease/pdf/2018/po20181022.pdf
https://www.pola.co.jp/company/pressrelease/pdf/2019/po20190426_2.pdf
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肌の個性を育むためには、まず、自分の肌が置かれている環境を知ることが大切と
いうことを知ってもらうきっかけになればと、2012年から「ニッポン美肌県グランプリ」
の発表を行ってきました。長年蓄積してきた約1800万件※2018年12月末現在を超え
る、日本人女性の肌のビッグデータをもとに、シミ、シワ、うるおい、など8項目の状態
をスコア化して全国47都道府県別に集計、ランキング化しており、2018年の「ニッポ
ン美肌県グランプリ」は、島根県が1位という結果でした。
"それぞれの環境を知り、それに合わせたお手入れを行うことが大切である。"という
ことを知っていただきたいという思いから「ニッポン美肌県グランプリ」を通じて美意識
の普及を行っています。

ニッポン美肌県グランプリ



THREEオフィシャルグローバルメイクアップアーティスト佐藤裕太⽒、
FIVEISM ×THREEオフィシャルメイクアップアーティストHIROKI⽒は、毎年
New York Collectionのバックステージでモデルたちのメイクアップを担当して
います。⾃社ブランド商品を通じてファッションブランドが表現したい世界観を
創造し、モデルの魅⼒を引き⽴てるのみならず、そのファッションカルチャーの
発信・浸透に寄与しています。さらには、”これからの「時代の美」を創る、世
界に⽻ばたくファッションデザイナーを応援したい―” そんな想いのもと、ファ
ッションデザイナーによるコレクション発表  ランウェイショーのバックステー
ジにTHREEスペシャリストチームが参加しています。

⽂化・芸術・デザイン

ポーラ・オルビスグループは、VUCA（Volati l i ty（変動性・不安定さ）、Uncertainty（不確実性・不確定さ）、
Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性・不明確さ））と⾔われる今の時代だからこそ、アートには問題を解
決する⼒があると考えています。⻑年培ってきた⽂化・芸術・デザインのノウハウを、彩り豊かな社会を築いていく
ためにいかしていきます。

アーティストとともに

ポーラ・オルビスグループはアーティストとの協業で、新たな世界観を創り、ブランド価値を唯⼀無⼆の存在に⾼
め、より多くの⽅に興味を持って⼿にとっていただき、ブランド体験を広めていきたいと考えています。
ACROのTHREEとFIVEISM×THREEではRIE OMOTO⽒が、AmplitudeではRUMIKO⽒が商品のコンセプトから、
繊細な⾊や質感まで徹底的にディレクションし、トレンドや⽂化を発信しています。ポーラのB.Aではフラワーアー
ティストの東信⽒や、RED B.Aでは増⽥セバスチャン⽒とコラボレーションし、新たな世界観を社会に投じていま
す。

ファッションカルチャーの発信
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ポーラミュージアム アネックスでは2018 年11 ⽉ 国内外で活躍す
るフォトグラファー レスリー・キー⽒のWE ARE LOVE 展 を開
催しました。

世界中の愛を切り取ったSUPER LOVE シリーズと、100 組以上
のLGBT ブライダルを撮影したｈarMony SUPER LGBT
WEDDING プロジェクトを展⽰しました。
レスリー・キー⽒の映し出す美しい写真で表現されたLGBT の
⼈々は、等⾝⼤で親しみやすく、⾝近に感じることができるリアリ

ティがあります。

開催に伴いギャラリーのスタッフはもちろん、ポーラ・オルビスホ

ールディングスの従業員も⼀般社団法⼈⽇本ユニバーサルマナー協

会によるLGBT マナー研修を受講し理解を深めました。

ポーラ・オルビスホールディングスは新たな事業として⽇本が誇るものづくりの
真髄を社会に向けて提案し、地域産業の活性化に貢献する活動を開始しました。
伝統⼯芸の抱える課題である後継者不⾜の⼀助となるべく学⽣に⼯房体験を提供
するインターンシップの紹介や、現代のライフスタイルにマッチさせるものづく
りのサポート、グループ各社や賛同してくださる企業に、⼯芸品を商品やノベル
ティとして採⽤していただく活動を⾏っています。  昨年はポーラミュージアム
アネックスで⽇本各地6名の伝統⼯芸師の作品展「匠の森」を開催し、伝統⼯芸
の⼈の技が創り出す  精緻で圧倒的な世界を広く伝えました。

アートでLGBT を⾝近に ”WE ARE LOVE”

社内ベンチャーからも伝統⼯芸に
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CSR賞

ポーラ・オルビスグループCSR賞は、⽇頃のCSR活動において積極的に取組んでいる団体、また個⼈の努⼒に対し
て敬意を表し、活動の発展を⽀援するために設けられました。
2018年は、応募件数50件より、社⻑賞1件、努⼒賞2件、奨励賞1件、審査員特別賞2件が受賞しました。今年も事業
活動を通じて社会の要請に応える活動が多く寄せられ、グループの持続的な成⻑をステークスホルダーと共に、進
めてまいります。

2018年度ポーラ・オルビスグループCSR賞受賞の様⼦

2018年度（第12回）ポーラ・オルビスグループCSR賞活動報告

 対象 タイトル

社⻑賞 ポーラ うつくしくはたらくプロジェクト

努⼒賞
ポーラ がん共⽣プログラム

オルビス 配送スキームの変⾰

奨励賞 ポーラ伝統⽂化振興財団 ※
構想5年・記録映画で国内外へ新たな⽂化発信に
挑戦

審査員
特別賞

ポーラ化成⼯業、ポーラ、オルビス、HD S-Booster（宇宙を活⽤したビジネスアイディ
ア）への挑戦

ACRO アーティスト活動

※  グループとして⽀援している財団の活動について奨励しました。
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環境⽅針

環境⽅針や環境負荷量についてご覧いただけます。

プロダクトライフサイクル

環境に配慮した商品設計をしています。

化学物質の管理

化学物質の低減や適切な管理を⾏っています。

⽣物多様性への対応

⽣物多様性への対応を取組んでいます。

環境 Environmental

ポーラ・オルビスグループは環境に配慮した事業活動を⾏っています。
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https://www.po-holdings.co.jp/csr/environmental/environment/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/environmental/consideration/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/environmental/safety/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/environmental/diversity/index.html


ポーラ・オルビスグループでは、ポーラ・オルビスホールディングスCSR事務局
が主体となり、環境の⽬標の低減のため、また環境に関する課題の改善のため
に、環境負荷低減⽬標を各グループ会社で作成をしています。この⽬標はグルー
プCSR委員会で、内容の審議及びモニタリングを実施し、グループ執⾏会議に報
告しています。

環境⽅針

⽅針

1. 商品のライフサイクルを通じて環境負荷の低減に努めます。

2. 環境⽬標を設定し、技術的、経済的に可能な範囲で継続的改善と汚染未然防⽌に努めま
す。

3. 地球環境を保全・向上させるために環境に優しい商品開発や事業所での省資源、省エネ
ルギー、廃棄物の抑制に努めます。

4. 環境に関する法律、県市町村条例・協定及び⾃主基準等を遵守します。

5. 地域、社会との共⽣に努め、環境保全・向上活動を推進します。

体制

⽬標

ポーラ・オルビスグループでは、2029年（創業100周年）を⾒据えCO2、⽔使⽤量、廃棄物の削減に努めます。そ

れぞれ2015年を基準年として、2017年から2029年に向けて26%削減する⽬標を定め（売上原単位）、グループ執
⾏会議で承認、グループ各社で取り組んでいます。今後も原料調達や物流までスコープを広げ、管理するとともに、
環境対応商品の開発を進めます。2018年のCO2排出量は16,476.3t、廃棄物総発⽣量は1,494t、⽔使⽤量は

218,365m3となっています。
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オルビスは、創業当初より地球環境に配慮した企業でありたいとい

う想いを持ち続けており、お客さまにダイレクトに商品をお届けす

るECのプロセスにおいても環境配慮の課題に取組んでいかなけれ
ばと考えていました。今まで、サイズ的に⼩さな商品でもご注⽂⾦

額によっては宅配便でお送りしていましたが、⼩型のものはポスト

インできるメール便に変更し、再配達を削減しようと考えました。

実施にあたっては、商品をお届けするスピードが若⼲落ちるなど、

お客さまの満⾜度の低下も懸念されましたが、お客さまからは「不

在時にも⼀度で受け取れるし、この取組みが社会課題の解決につな

がるのならばよいことだ」など、好意的なご意⾒もいただき、概ね

トラブルもなく切り替えることができました。今後も宅配ボックス

のモニター配布による再配達の削減など、オルビスはお客さまの利

便性と、環境や社会によいことの両⽴を図っていきたいと考えてい

ます。

実績

気候変動 CO2排出削減の取組み

詳しくはこちら

ポーラ・オルビスグループは、販売した製品の使⽤時と、ダイレクトセリングを強みとしたビジネスモデルである
ため、物流にかかるCO2排出量が多い傾向があります。特にオルビスは通信販売の売上が約7割を締めており、物流
におけるCO2排出量削減は課題です。

近年、⽇本で再配達は配達の2割をしめているといわれ、再配達だけでもCO2に換算すると420,000ｔあるといわれ
ています。オルビスは、再配達削減のために、宅配便からメール便への切り替えを⼀部の商品で始めました。その結
果約23,000件の再配達が削減され、約14ｔのCO2削減につながりました。（2018年）また、オリジナルの宅配ボッ
クスを5000個製作し、2019年7⽉よりモニター配布します。

排出量の傾向

オルビス 再配達削減への取組み

オルビスのCO2削減の取組み
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※ 売上原単位による従来基準値
※ 2018年より、一部未集計施設（直営店等）を推定し追加。

ポーラ・オルビスグループは、CO2排出量の低減に努めています。スコープ1,2の把握、及びスコープ3のCO2排
出量を算出しました。2018年度は、第三者認証を取得しました。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/pdf/Third_party_report.pdf
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水使用量削減の取り組み

水を貴重な資源と考え、2029年までに水の使用量を26%（2015年比・売上原単位）削減を目標化しています。ポーラ化成工業
では、ラインの切り替えを抑制できる生産計画と、放水弁の改良により単位時間当たりの放水を抑えることで、設備洗浄に
使用する水を削減しています。ジュリークインターナショナルでは、工場の地下に雨水貯留タンクを埋め込み、トイレ等に
使用することで約10％の水を削減しました。

廃棄物削減の取り組み

ポーラ・オルビスグループは廃棄物の削減に取り組んでおり、中でも生産の中心であるポーラ化成工業は全産業廃棄物の再
資源化に取組み、2003年にゼロエミッションを達成しました。さらに産業廃棄物の有価化・減量化に継続的に取組んでいま
す。工場から排出された廃棄物を資源化し、社内緑化に活用しています。

お客さまのもとでの廃棄物を減らすために、1985年からポーラは高価格帯の化粧品容器にしてはじめてリフィル容器を作成し
対応を行っています。また、オルビスでは、1987年より詰め替え用の化粧品の販売や、1990年より商品の梱包をフィルム袋に
する簡易包装にするなど、早期より環境対応をしてきました。さらに2018年より配送箱7種と緩衝材の資材の削減を検討し、
重さにして年間約100ｔの資源の削減ができました。

ジュリークインターナショナルはオーストラリアの店頭で使用済みの化粧品容器の回収をしています。
Terracycleとパートナーシップを提携し、一般的にはリサイクルが困難なポンプやチューブも含めてすべ
てのパッケージをリサイクルしています。また、空容器を持ってきていただいたお客様に10%割引させて
いただくことで、お客様の環境に関する意識向上にも努めています。2018年9月から4ヶ月で25,000ユニッ
ト、重さにして500キロの容器を回収しました。
ジュリークはオーストラリア政府が行っているオーストラリアパッケージ連盟から4年連続表彰されるな
ど、サステナブルな環境への対応に評価をいただいています。

お客さまのゴミを減らす

J u r l i q u e　容器回収



環境の詳細データはこちら
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教育

2011年1月、オルビスは、甲州市やオイスカと甲州市里山創造推進協議会を設立し、「森林整備協定」を締結。山梨県甲州市
の市有林約100haを「甲州市・オルビスの森」と名付け、今後10年間、オルビスの社員らが荒廃した森林の整備を行い、里山
として再生するプロジェクトが2012年4月にスタートしました。
今回のプロジェクトは、森づくりだけではなく、その広大な土地全体を、人々が集い自然と親しむ里山として再生することが
最終目的です。2018年12月には、オルビスの環境保全活動に対し日本政府から紺綬褒章（褒状）を授与されるなど、
2002年から国内外に渡り継続し、地域とオルビスを結ぶ活動へと発展しているこれらの活動に注目が集まりつつあります。

Jurliqueは自然の恵みを肌に届けるために、ひたむきに自然に向き合い取り組んできました。自社農園はブランドの原点であ
り、1985年の創業時から、私たちは「バイオダイナミック無農薬有機農法」を守り続けています。従業員一人ひとりが自社農
場の大切さを分かち合い、環境の尊さに気付くため、2012年から毎年Tree Planting Dayを開催しています。毎年170人ほど
の従業員が新しい木々を植え、過去に植林した木々の成長を観察することで、ビジネスの原点に立ち返り、気持ちを新たにモ
チベーションを高めるきっかけになります。
また、2018年にはTree Planting Dayが香港オフィスでも開催され、2019年以降もそれ以外のオフィスで順次開催されていく
予定です。

オルビス  「甲州市・オルビスの森」の里山再生

J u r l i q ue  従業員との環境へのイベント「Tr ee  P l a n t i n g Da y 」

https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/esg/index.html


プロダクトライフサイクル

ポーラ・オルビスグループでは、原料から廃棄まで、サプライチェーンを通じて環境負荷の低減に努めていま
す。

製品の調達から廃棄、リサイクルまでライフサイクル全体の環境負荷を抑える製品開発を⾏っています。

薬機法や業界⾃主基準に則り、以下のような原料について⾃主基準を定め、環境対応を徹底しています。

環境ホルモン対象物質

資源枯渇の恐れのある動植物由来の原料

PRTR法対象原料

⼤気やオゾンに影響のあるフロン

難分解性原料

資源枯渇に配慮した原材料を調達しています。

● パーム油

環境や⼈権における課題を認識し、負の影響に配慮したパーム油の調達を検討しています。中でも、

ナチュラルスキンケアのJurliqueは、「持続可能なパーム油のための円卓会議※1」に加盟し、パーム
油を含む原料の40％を持続可能なものに代替しています。

※1 Roundtable on Sustainable Palm Oil

● オーガニックの認証

THREEでは、ハンドクリーム、バスセラム、⽯けんの開発において、世界最⼤のオーガニック認証
機関による「エコサート認証」を取得。

原料の規定、製造⼯程、トレーサビリティ管理などの厳しい審査をクリア。

 ① 研究・開発

 ② 原材料の調達
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● ISO14001取得⼯場での⽣産

当社グループの製品を主に⽣産しているポーラ化成⼯業の袋井⼯場では、2000年からISO14001を
取得。

環境負荷の低減や地域との環境コミュニケーションを実践、これまで同⼯場での環境法令違反はあり

ません。

省資源・節電だけでなく、ペーパーレス会議の実施やCSRを考える⽉間で、従業員⼀⼈ひとりが環
境負荷を低減するためにできることを考え、実践しました。

● オルビスの再配達削減

通信販売の売上⽐率が⾼いオルビスは、社会課題となっている再配達の削減のため、商品配送のメー

ル便⽐率をあげました。その結果、約2万件の再配達の削減効果が得られ、環境負荷低減につながっ
ています。

● 紙袋の削減

オルビスでは、紙袋不要のお客さまには「ECOポイント制度」を導⼊。森林資源を原料とする紙使
⽤を削減しています。

● Web化による負荷低減

オルビスではWebへの受注切替を進め、紙とCO2を削減しました。また適切に管理された森林の⽊
材を使⽤した「FSC認証紙」を採⽤しています。

● リフィルによる⻑期使⽤促進

ポーラでは、1995年から2万円を超えるハイプレステージ商品においてもデザインと環境対応を両⽴
したリフィルの販売を⾏っています。

● 使⽤時の⽔使⽤量の把握

ポーラ商品の使⽤時における⽔使⽤量は、1⽇約12リットル（朝ウォッシュ、夜クレンジング・ウォ
ッシュ）です。今後はライフサイクル全体での環境負荷を把握し、削減に努めていきます。

 ③ ⽣産

 ④ オフィス

 ⑤ 物流

 ⑥ 販売

 ⑦ 使⽤
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● 容器包装エコスタンダード

当社グループでは容器包装エコスタンダードにもとづき、容器をリサイクルや再利⽤しやすく設計

し、廃棄時の環境配慮に取組んでいます。

● 容器の回収

Jurliqueでは使⽤済み容器の回収を⾏っています。コンセプトストアに返却すると10％オフで新しい
商品を購⼊できるもので、お客さまとともに環境配慮に努めています。

以下の4つの基本的考えに沿って、環境への配慮に取組んでいます。

1. 付け替え・詰め替え⽤商品を推進し、容器の再利⽤につとめる

2. 軽量化、簡素化等により、減容・減量につとめる

3. リサイクルしやすい容器形態や素材を選ぶ

4. 資源枯渇に配慮した原材料を選ぶ

 ⑧ 廃棄・回収

25



化学物質の管理

ポーラ・オルビスグループでは、PRTR法（化学物質管理促進法）で義務づけられた⾏政報告を実施するだけでな
く、⼯場や研究所などで原料や試薬などの化学物質の法的な管理を実施。⼜、使⽤と廃棄の⾃主管理もを徹底して
います。PRTR法では、対象となる化学物質3成分について取扱い数量の監視を実施しております。現時点で取扱い
数量が規定値未満として届出報告をしております。その他化学物質についても、環境推進及び、安全衛⽣委員会を中
⼼に委員会の独⾃の活動を通じて化学物質低減の推進、SDSの管理運⽤を実施しております。（ ISO14001取得）

ポーラ・オルビスグループでは、⼤気汚染防⽌のために排出ガスの排出量を抑制しています。またその他排⽔処理、
騒⾳軽減等への対策を講じ、環境予防保全関連法規を遵守しすべて基準値を下回る実績となっております。

法令順守評価の実施 ※ポーラ化成⼯業 袋井⼯場

ボイラー

煤塵量

（g/Nm3）

⼩型貫流ボ

イラーのた

め、法基準

値なし

0.05以下 0.005未満 0.005未満 ○

窒素酸化物

（ppm）

⼩型貫流ボ

イラーのた

め、法基準

値なし

100以下 28 17 ○

排⽔処理

BOD（mg/L） ※20以下 18以下 1.0 0.5未満 ○

COD（mg/L） － 40以下 2.5 4.0 ○

その他

⽔質基準

その他6項
⽬の

各基準

その他6項
⽬の

各基準

基準内 基準内 ○

⽔道⽔

給⽔
51項⽬の
各基準

51項⽬の
各基準

基準内 基準内 ○

井⼾
40項⽬の
各基準

40項⽬の
各基準

基準内 基準内 ○

騒⾳

朝・⼣（dB） 60以下 60以下 49以下（11⽉） ○

昼間（dB） 65以下 65以下 54以下（11⽉） ○

夜間（dB） 55以下 55以下 42以下（11⽉） ○

振動
昼間（dB） 70以下 70以下 33未満（11⽉） ○

夜間（dB） 65以下 65以下 30未満（11⽉） ○

※ ボイラーから発⽣するSOxを2017年9⽉に測定を実施したものの、微量以下のため、測定が不可能な状態です。
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化学物質マネジメントの取り組み

大気汚染等、環境予防保全の取り組み



マイクロプラスチックビーズの対応

ポーラ・オルビスグループでは、洗顔料などに使⽤する「マイクロプラスチックビーズ ※」について環境⾯における
影響を考慮し、2018年内に全て代替素材に切り替えています。

※  ⾓質除去や清浄の⽬的で、パーソナルケア製品に意図的に配合される。⼤きさ5ｍｍ未満、合成の⾮⽔溶性固体プラスチッ
ク粒⼦
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©2018 Caux Round Table
Japan

近年パーム油増産による森林破壊が深刻な問題を引き起こしています。広⼤な森
林の伐採による象、トラ、オラウータンなどの絶滅危惧種の貴重な⽣息地が消
滅。プランテーションでの労働環境も社会問題化しています。
ポーラ・オルビスグループは、サステナブルなパーム油のために、現状の把握か
ら着⼿しています。グループ内でのパーム油使⽤量の把握やサステナブルなパー
ム油への切り替えの検討をしています。
2018年は経済⼈コー円卓会議⽇本委員会（CRT⽇本委員会）が主催するステー
クホルダーエンゲージメントプログラムでマレーシアに⾏き、パーム油の農園で
フィールドワーク、翌⽇はRSPOの担当者等有識者とのダイアログに参加し、理
解を深めました。

⽣物多様性横浜⾏動計画「ヨコハマbプラン」の思想
に賛同し、地域の環境を繋ぐ緑を育んでいます。

⽣物多様性への対応

ポーラ・オルビスグループのパーム油の取り組み

⽣物多様性の取り組み

緑のネットワーク

ピーオーリアルエステート「ブローテ横浜⾼島台」の環境への取組み
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ピーオーリアルエステートが事業運営する賃貸マンション「ブローテ横浜高島台」では、敷地の2割を緑化し地域の植生を再

生、生物多様性を目指し周辺の自然環境とつながりを創出しています。

横浜市が提唱する地域環境への取組み「ヨコハマbプラン」にも賛同し敷地内の植栽は生態調査を実施し、またグループ発祥

の静岡に近い旧東海道沿いの植生の一部も再現しています。

また再生された雑木林やバードバス（鳥の水浴び用）の設置により、生態保全・再生を行っています。



⽣態系の保全・再⽣のため、当該地における周辺地
域の環境を調査しました。今後もモニタリングを続
けます。

この地域に⾃⽣する植物でかつてあった斜⾯林を復
元し、地域の⽣態系を保全・再⽣しています。

⽣態調査にもとづき、エサとなるカシ類を中⼼とし
た雑⽊林の再⽣。バードバスの設置など多様な⽣き
物が⽣育できる環境を整備しています。

⽣態調査の実施

斜⾯林の復元

⽣態系の保全と再⽣
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⼈権⽅針

の⼈権⽅針を策定しまし
た。

⼈権の尊重

⼈権を尊重することは感受性を⽣かすことだと考
え、事業活動における⼈権侵害を禁⽌します。

品質・安全保証

常に業界初に挑戦し続けるからこそ、品質と安全性
の確保を徹底します。

お客さまのお声への対応

お客さまからいただいた声をもとに、改善活動を⾏
っています。

情報セキュリティ

個⼈情報や企業情報を守るために、情報セキュ

リティ対策を⾏っています。

地域コミュニティへの参画

⼯場をはじめ、地域コミュニティの⽅とのコミュニ
ケーションを図っています。

社会貢献

美を通じた社会貢献・震災復興⽀援・グローバルな
⽀援を⾏っています。

⼈材育成

従業員⼀⼈ひとりの感受性、美意識を尊重し、それ
らを⾼めるための⼈材開発を進めています。

ダイバーシティと機会均等

従業員の多様な価値観を尊重し、個々の能⼒を最⼤
限に発揮できる環境づくりを推進しています。

労働安全衛⽣

安全管理と衛⽣管理の徹底を図っています。

健康経営

ポーラ・オルビスグループ健康経営宣⾔を策定しま
した。

公正な事業慣⾏（CSR調達）

お取引先さまと共に発展していくために、持続的に
取組んでいきます。

お取引先さまホットライン

からのホットラインを設置しまし

た。

ポーラ・オルビスグループは事業活動を通じ、ステークホルダーの皆さまに豊かな⽣活の提供を努めています。
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ポーラ・オルビスグループ

お取引先さま

https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/right/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/respect/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/quality/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/communication_customers/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/security/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/participation/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/contribution/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/training/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/diversity/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/easy/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/health/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/procurement/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/hotline/index.html


⼀⼈ひとりが⾃分らしく⽣きるために
（ポーラ・オルビスグループ⼈権⽅針）

ポーラ・オルビスグループ理念のMission「感受性のスイッチを全開にする」の中には、⼀⼈ひとりの感性や
価値観を尊重し、世界中の⼈々が、⼼豊かで彩りのある楽しい⼈⽣を過ごして欲しいという想いを込めてい
ます。
ポーラ・オルビスグループは、かけがえのない個⼈としての基本的権利である『⼈権』尊重の責任を果たす
努⼒をしていきます。世界中の誰もが、⾃らの根源的な欲求を満たす安全で⾃由かつ平等な環境のもと、個
性を発揮し集団としても価値を⾼めていけるよう取り組んでいきます。

1.世界中の⼈々に彩りある⼈⽣を提案するために
ポーラ・オルビスグループは、国連グローバル・コンパクトに参加し、また「国際⼈権章典」（「世界⼈権
宣⾔」、「市⺠的および政治的権利に関する国際規約」、「経済的、社会的および⽂化的権利に関する国際
規約」）はもとより、労働における基本的権利を規定した国際労働機関（ ILO）の「労働における基本的原則
及び権利に関する ILO宣⾔」や先住⺠族の権利に関する「⾃由意思による、事前の、⼗分な情報に基づいた同
意」の原則などの国際規範を実践していくための国連の「ビジネスと⼈権に関する指導原則」に基づき、⾃
分らしく⽣きる権利を尊重するための⼈権⽅針（以下、本⽅針）を策定します。

2.適⽤範囲
本⽅針は、ポーラ・オルビスグループのすべての役員と従業者に適⽤します。また、お取引先に対しても本
⽅針を遵守して頂くことを期待して働きかけます。

3.責任の遂⾏
ポーラ・オルビスグループは、⾃らの事業活動において⼈権の侵害をしないことはもちろんのこと、⾃らの
事業活動において⼈権への負の影響が⽣じた場合は、是正に向けて適切に対処します。お取引先において⼈
権への負の影響が引き起こされた場合には、適切な対応をとるよう促します。また、ポーラ・オルビスグル
ープ⾏動綱領や各⽅針やガイドラインを踏まえ、「⼥性のエンパワーメント」や「地域との価値創⽣」を重
視しながら、⼈権尊重の取り組みを推進していきます。

適⽤法令の遵守

ポーラ・オルビスグループは、事業活動を⾏う国・地域における法令及び規制を遵守します。国際的に認
められた⼈権と各国の法令の間に⽭盾がある場合、国際的な⼈権の原則を尊重するための⽅法を追求しま
す。

⼈権デュー・デリジェンス

ポーラ・オルビスグループは、⼈権デュー・デリジェンスの仕組みを構築し、ポーラ・オルビスグループ
がもたらす可能性のある⼈権に対する負の影響を特定し、その軽減及び顕在化の防⽌を図ります。

救済

ポーラ・オルビスグループの事業活動が、⼈権に対する負の影響を引き起こしたことが明らかとなった場
合、あるいは取引関係者などを通じた関与が明らかとなった場合は、対話と適切な⼿続きを通じてその救
済・改善に取り組みます。

教育

ポーラ・オルビスグループは、本⽅針がすべての事業活動に組み込まれ、効果的に実⾏されるよう、役員
と従業者に対し適切な教育を⾏います。

対話・協議

ポーラ・オルビスグループは、本⽅針の改定及び実⾏する過程において、外部の⼈権に関する専⾨知識を
活⽤し、またステークホルダーとの対話と協議を⾏います。

報告

ポーラ・オルビスグループは、⾃らの⼈権尊重の取り組みの進捗状況及びその結果を開⽰します。

制定年⽉⽇  2018年5⽉1⽇
株式会社ポーラ・オルビスホールディングス

代表取締役社⻑  鈴⽊  郷史

PDFはこちらから
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⼈権の尊重

⽅針

ポーラ・オルビスグループでは、グループ理念「感受性のスイッチを全開にする」を掲げ、⼀⼈ひとりの感性や価値
観を尊重し、世界中の⼈々が⼼豊かで彩りのある楽しい⼈⽣を過ごせることを⽬指していきます。そのために、国連
の「ビジネスと⼈権に関する指導原則」に基づき2018年5⽉に「⼀⼈ひとりが⾃分らしく⽣きるために（ポーラ・オ
ルビスグループ⼈権⽅針）」を策定し、責任を果たすための努⼒をしていきます。その中でも事業領域と関わりの深
い「⼥性のエンパワーメント」や「地域との価値創⽣」を重視しながら、⼈権尊重の取り組みを推進していきます。

⼈権⽅針はこちらから

ポーラ・オルビスグループは、2018年に⼈権デュー・デリジェンス規程を策定しました。規程の項⽬は、雇⽤・職
場環境対応、個⼈情報・プライバシーへの対応、製品・サービスに起因する⼈権保護、サプライヤー・ビジネスパ
ートナーの⼈権保護（児童労働、強制労働の禁⽌等含む）、製品の販売プロセス（宣伝含む）に起因する⼈権保
護、製品の廃棄プロセスに起因する⼈権保護です。これらの項⽬を定期的にモニタリングしていきます。

お取引先さまとの関係についてはこちらから

体制

グループCSR委員⻑の指⽰のもと、各社CSR推進責任者（CSR委員）がグループCSR事務局の⽀援を受けて、年1
回定期的に本規程の遵守状況をモニタリングし、CSR委員会に報告します。CSR委員会は、その結果を元に対策を
審議し、ポーラ・オルビスホールディングス取締役会へ報告します。

啓蒙・教育

年に1回実施しているCSRに関するeラーニングの中で、⼈権について学習をしています。2018年においては、CSR
講演会においても⼈権について学びました。対象はポーラ・オルビスグループの役員・従業員で、いずれも対象者の
100%が学習完了しました。

ステークホルダーとの対話

2017年、2018年は、経済⼈コー円卓会議⽇本委員会主催によるステークホルダーエンゲージメントプログラムに参加
しました。国連環境計画⾦融イニシアティブ（UNEP FI）が策定した⼈権ガイダンスツール（Human Right
Guidance Tool）を活⽤し、業界毎に重要な⼈権課題の議論を⾏いました。

パーム油の農場⾒学

⼀⼈ひとりが⾃分らしく⽣きるために（ポーラ・オルビスグループ⼈権⽅針）

⼈権デュー・デリジェンス規程

の体制
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ポーラ・オルビスグループは、1937年に⼥性のセールスマンが誕⽣したのを⽪
切りに、⼥性の社会進出を進めてきました。今後も⼥性のエンパワーメントを推
進していきます。

⼥性のエンパワーメント原則

（1）トップのリーダーシップによるジェンダー平等の促進
（2）機会の均等、インクルージョン、差別の撤廃
（3）健康、安全、暴⼒の撤廃
（4）教育と研修
（5）事業開発、サプライチェーン、マーケティング活動
（6）地域におけるリーダーシップと参画
（7）透明性、成果の測定、報告

1937年京都の営業所写真

ポーラでは、国連が定めた毎年3⽉8⽇の国際⼥性デーに賛同し、アクションをし
ています。「⼥やったら、あきませんか」。1937年に「セールスマン募集」の
看板を⾒た⼥性が、京都の営業所にやってきました。そこから⼥性がセールスを
リードするという発想を持ち、事業を進めています。今後も、ポーラでは社会で
⼥性が活躍できるよう取り組みを進めています。2019年は、⾃分の可能性を信
じて⼀歩前に踏み出すことを応援する。その想いを共通に、銀座蔦屋書店、ハフ
ポストとのコラボレーションイベントを実施しました。

詳しくはこちらから

第1号投資先「SHE株式会社」

ポーラ・オルビスホールディングスでは、社内ベンチャー制度に「⼥性の起業家
に特化したコーポレートベンチャーキャピタル事業」を⽴案し、2018年より事
業を開始しました。次世代のロールモデルとなる⼥性リーダーの創出を⽬指し、
主にシード・アーリー期の⼥性起業家への投資・⽀援を実施すると共に、⼥性起
業家創出プログラム（社外との提携やセミナー実施等）を通じた育成と、化粧品
事業で培ったブランディング、チャネル構築といったノウハウ等を活かしたサポ
ートを⾏います。

第1号投資先情報はこちらから

グループらしい取り組み

世界中では貧困層の70%が⼥性、⼈道⽀援が必要な⼈のうち⼦どもと⼥性が75%となっており、⼥性への「⾃⽴⽀
援」や「⼈道⽀援」が必要です。また⽇本においても就業率の男⼥差が⼤きいなど課題があります。ポーラ・オルビ
スグループは、⼥性に⽀えられてきた企業です。⼥性のエンパワーメントを世界中の誰もがその⼈らしく⽣きられる
よう取り組んでいきます。

⼥性のエンパワーメント

Woman Empowerment Principles(WEPs)の賛同

ポーラ 国際⼥性デー

⼥性起業家に特化したコーポレートベンチャーキャピタル事業
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ポーラ・オルビスグループは、⼥性管理職⽐率44.4%、⼥性従業員は71.6%（国
内グループ、正規・⾮正規従業員）います。全ての従業員が働きやすい環境にな
るよう取り組みを⾏っています。また、これらの取り組みが評価され、MSCI⽇
本株⼥性活躍指数に選定されました。（2018年12⽉現在）
詳しくはこちらから

全国的な販売網をもつポーラでは、その地域に根ざしたビジネスによって、地域
の活性化に貢献する取り組みを進めています。ビューティーディレクターがショ
ップオーナーとなり、事業拡⼤することで、地域経済の活性化や地域で活躍する
⼥性事業家の輩出を実現しています。
また、2017年11⽉16⽇に秋⽥県との包括連携協定を締結しました。「美の国あ
きたの具現化」や県⺠の⽣活向上に関することなどへの取組みを進めていきます。
ポーラのビジネスパートナーであるビューティーディレクターには、ポーラが⾃
治体と連携できる企業だと誇りを感じる機会となり、地域と共に価値を創造して
いくきっかけとなりました。今後もこのような⾃治体との協働を進めていきま
す。

ポーラ  秋⽥県連携協定リリース

居住する場所がどこでも、本来⼈が持っている幸せな⼈⽣を過ごす権利があります。ポーラ・オルビスグループで
は、住んでいる場所で制限されることなく、地⽅活性も含めた「⼼豊かな彩りのある楽しい⼈⽣」を提供すること
に貢献していきます。

ポーラ・オルビスホールディングスでは、それぞれの地域で発展してきた伝統⼯芸の活躍の場を創造し、さらなる
発展に寄与すべく、伝統⼯芸と企業のコーディネート事業を社内ベンチャー制度で応募・承認され、2018年より事
業を始めました。グループ内での商品化に留まらずCSR/CSV活動が盛んな企業や、顧客向けのイベント・キャンペ
ーンを⾏う企業に対し、伝統⼯芸品のノベルティ活⽤の企画提案を軸に、契約⽀援などのコーディネートを⾏いま
す。

ポーラ・オルビスグループでは、2017年にCSR調達ガイドラインを定め、購買説明会においてお取引先にCSR調達
の協⼒への依頼を実施しました。⼀部アンケートの実施、実地監査、改善要望依頼の実施をしました。サプライチ
ェーンは国内・国外ともに多くの地域にあり、⼈権の侵害がないよう働きかけます。

CSR調達ガイドライン

安全・健康についてはこちらから

ポーラ・オルビスグループの⼥性従業員への取り組み

地域との価値創⽣

ポーラ 地域と連動した価値の創⽣

伝統⼯芸と企業のコーディネート事業

サプライチェーンとの協働
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ポーラ・オルビスグループは、品質委員会を設置し、グループの品質について課
題の抽出、および課題解決に向けての改善を検討しています。これらの課題につ
いてはグループ執⾏会議でテーマアップしています。
さらに、各社ブランドにそれぞれ品質責任部⾨（品質責任者）を設け、各社の品
質をマネージメントしています。

品質・安全保証

⽅針

ポーラ・オルビスグループは、常に業界初の技術や知⾒に挑戦し続けると同時に、お客さまが安⼼して使⽤できる
ように品質と安全性の確保をします。

1. お客さま満⾜を最優先にお客さまの声に真摯に向き合い対応し、さらなる品質向上に努
めます。

2. 最新の科学で効果と安全性を実証し、お客さまに安⼼してご使⽤していただける商品の
製造販売に努めます。

3. 企画段階からお客さまの⼿元で使い終わるまで、商品のライフサイクル全体を通じた品
質保証に努めます。

4. 企業活動のあらゆる場⾯で法令を遵守するとともに、⾏政の施策に協⼒し、研究・製
造・販売に努めます。

5. 経営者は透明性の⾼い経営体制の構築に努め、適切な品質保証を実践します。

体制

ポーラ化成⼯業 袋井⼯場での品質・安全保証の体制

ポーラ化成⼯業では、お客さまに最後の⼀滴までお使いいただける、安全・安⼼・安定した品質をお届けするため
に、化粧品GMP（ ISO22716）を遵守した⽣産を⾏っています。さらには、グローバルスタンダード規格である
「 ISO9001」を認証取得し、研究・開発・実⽤化・⽣産・出荷・お客さまに⾄る全プロセスに対し、きめ細かな品
質保証活動を展開しています。

品質保証の基本⽅針

ポーラ化成⼯業の品質保証体制の強化
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ポーラ化成⼯業の袋井⼯場では、異物混⼊を防⽌するために、何重にも多彩な対
策を講じています。
異物は、空調や作業服に付着した異物や作業者の⽑髪などが考えられますので、
製造作業場のランク別管理に合わせた空調管理、作業服の⼆次更⾐対応、⼊出時
のエアーシャワー・⼿洗い・消毒などによる作業服に付着した⽑髪・塵埃除去な
どを実施しています。さらに、異物混⼊リスクのある部分をマップ化し、清掃管
理や改善をしやすくした異物管理マップを作成し、マップに基づく運⽤を実施し
ています。また、⾍の混⼊を防ぐために、定期的な防⾍のモニタリングを実施
し、⾍の⼤量発⽣など異常兆候を早期に察知し、予防対策を展開し、作業場の環
境衛⽣を適切に保ち、作業環境⾯での対策を実施しています。
⼀⽅、商品への異物混⼊防⽌としては、化粧⽔

など

の液体品・クリーム品では、フ
ィルターによる異物混⼊防⽌、粉体品では、⽣産⼯程内へのＸ線検査機導⼊によ
る異物検査の実施 により、異物が混⼊した商品が出荷されないようにしていま
す。

⼊出時のエアーシャワー

容器設計から容器・包材の⽣産化へ

設計した容器・包材は、デザインや機能、そして何よりお客さまが安全に快適にご使⽤いただけるかについて試作
を繰り返し、最終的に量産化した容器にて確認します。あらゆる使⽤環境を想定した試験を実施することで、お客さ
まにご満⾜いただける品質を実現しています。年間200件を超える素材・形態の異なる容器やセット箱の設計・実⽤
化は、専⾨性の⾼い技術者の⼿により⾏われています。

化粧品処⽅から⼤容量⽣産化へ

研究所の提案に沿った品質設計にこだわり、常に⾼品質な商品をいつも同じレベルで⽣産できる⼯程設計を実施し
ています。お客さまへよりよいものを⻑くご愛⽤いただける商品を供給できるような⽣産実⽤化を⽬指しています。
研究における設計開発段階では、商品設計段階およびプロセス設計段階でリスクを評価し、そのリスクを可能な限
り排除または軽減するための技法を想定したポーラ化成版FMEAの⼿法を導⼊しました。設計開発段階からリスクを
低減することで、クレームや⼯程内不具合の件数を⼤幅に良化させることができました。

商品を安定的に届けるため、安定した商品の購買が重要です。ポーラ・オルビスグループでは、安定した商品を供
給をするため厳しい基準を定めています。

熟練の技で製造される化粧品

化粧品の造り⽅は、原料を加熱・溶解し混合攪拌した後、冷却してできあがります。開発した商品には、特性に応じ
た製造⼿順があり、±1℃以内の温度制御や攪拌の回転数が定められています。さらに、技術者⼀⼈ひとりの熟練し
た技術と経験を基に、できあがった化粧品の感触や⾊といった品質を維持し続けています。

プロの徹底した⼯程検査が確かな品質につながる

⽣産の各⼯程では厳しく徹底した検査がなされています。内容物はもとより容器の機能性から商品の使⽤感に⾄るま
で、熟知した品質管理者によるチェックが⾏われます。最新鋭の検査機器と⼈の⼒によって、お客さまに安⼼してお
使いいただける商品となります。

異物混⼊防⽌のための活動充実

設計・開発

購買

⽣産
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ヒューマンエラーの未然防⽌

ポーラ化成⼯業の袋井⼯場では、⾼品質な商品の提供を⽬指して、⽣産現場における従業員の⾃主的な活動として⼩
集団活動を推進しています。⽣産現場では作業ミスや設備調整ミス ヒューマンエラーによる不具合を未然に防ぐた
め、現場における多くの気づきによる改善活動を⾏い、品質の向上に繋げています。  昨年⼀年間では、⽣産段階に
おける異物混⼊未然防⽌や設備不具合未然防⽌対策などの改善提案がなされました。
また、品質管理の専⾨家集団による製造現場のパトロールも定期的に実施して、現場だけではなく第三者視点での改
善活動も⾏っています。
これらの活動を通じて、現場での品質の⽇常管理が徹底されています。
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ポーラお客さま相談窓⼝

JCSI顧客満⾜度
⾃社ブランド型通販1位（2018年
度）

オルビスでは、お客さまと直接電話で接するオペレーターの応対品質を重要と考
え、ミステリーコール、電話応対コンクール、お客さまへのアンケートなどを実
施し、サービス品質向上につなげています。
また、ECサイト上にAIチャットボットを導⼊してお客さまの利便性と満⾜度向
上を図り、サービス産業⽣産性協議会が実施する⽇本最⼤級の顧客満⾜度調査
（JCSI)において、2018年度通信販売部⾨・⾃社ブランド型通販で顧客満⾜度1
位を獲得しました。

お客さまのお声への対応

お客さま対応⼒の向上

ポーラ お客さまの声を事業活動に反映し、より良いサービスを提供

オルビス お客さま満⾜度向上に向けた取り組み
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ポーラでは、商品・サービスへのお客さまからのご意見・ご要望を反映するため、お問合
せ内容を週報でフィードバックし、毎月の経営会議で定例報告しています。
また、商品企画部門、研究開発部門、生産部門、販売部門などへの迅速な情報提供を通じ
て、新商品企画・設計への反映、商品機能の向上、内容物や容器の改良、表示や広告の適
正化などさまざまな改善を図るとともに、社内横断組織として各部門長がメンバーの「CS
委員会」を設置し、複数部門にまたがる課題について、全社的観点での迅速な改善に努め
ています。
2018年度のご相談件数は2.1万件です。
今後、増加が見込まれるご相談に対して、より良いサービスを提供できるよう、新製品の
商品特長や電話対応話法などの勉強会を毎月開催し、ナレッジ強化に努めています。
また、マーケティング部門 販売部門では、毎年一回、ランダムに選ばれたお客さまへ満
足度アンケートを実施し、商品使用感やポーラへの要望などのご意見をうかが っていま
す。
2018年は6,103名のお客さまから回答をいただきました。
いただいたお客さまの声は社内で共有し、商品の開発などに活用されるとともに、販売品
質向上のために役立てられています。 「ポーラ ザ ビューティー」ではミステリ ー
ショッパー（接客調査）を実施。ショップオーナーが外部評価を注視し、接客向上に努
め、徐々にお客さまからの評価が上昇しています。
また、お互いの接客を披露し合う「接客コンテスト」を実施。参加したビューティーディ
レクターにとっては、お客さま目線で自身の接客を見直す良いきっかけとなっています。



お客さまの声を反映したサービスの実現

ポーラ・オルビスグループの各社では、お客さま満⾜度向上のために、アンケートやダイアログを⾏っています。
ポーラでは、各部署において様々なアンケートを実施し、より多くのお客さまの声をサービス向上に反映させてい
ます。
オルビスでは、「Kikulabo」というアンケートコンテンツのページを設けており、カタログや商品のアンケートだ
けでなく、⽇常⽣活での悩みも取り上げ、お客さま満⾜の向上に努めています。
また、DECENCIAでは、お客さまの声と向き合い続けることによるブランドの成⻑を⽬指して、「お客さま座談
会」を毎年実施しています。これらの「お客さま座談会」を通じていただいたご意⾒は、社員全員にフィードバック
し、ブランド成⻑のための参考としています。
さらに化粧品業だけでなく、不動産運営をするピーオーリアルエステートでは、2011年よりサービス向上を⽬指し
て、ビル利⽤者の皆さまへ常に快適な環境をお届けするため、テナントビルの⼥性従業員の⽅々にアンケートを実施
しています。

また、電話・ハガキ・FAX・メールを通して毎⽇たくさんいただくお客さまの声を共有するシステムがあり、全社
員がいつでも声を確認し、お客さまの声に直に触れることで、サービスの改善や新製品のアイデアに役⽴ててきまし
た。また「お客さまの声報告会」を実施し、社⻑をはじめ経営陣が参加しています。またお客さまの声を週報で経営
陣にも配信しています。全体的な視点で課題を⾒出し、商品・サービスに対する改善策を迅速に打ち出しています。

お客さま満⾜度向上のためのアンケートやダイアログ

オルビス お客さまの声を反映した商品の改善例
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情報セキュリティ

⽅針

体制

ポーラ・オルビスグループの IT戦略やシステム・インフラの最適化に関する企画と信頼性と安全性についてポー
ラ・オルビスホールディングスのコーポレート IT企画室で対応をしています。さらに、グループCSR委員会を情報
セキュリティ対策を統括し、ポーラ・オルビスグループ各社の情報セキュリティ対策を推進する機関としては、
CSR推進責任者およびCSR事務局を設置しています。
ポーラ・オルビスグループ各社のCSR推進責任者は、ポーラ・オルビスグループ各社の社⻑が任命し、情報セキュ
リティ統括責任者として、情報セキュリティ対策の活動を統括します。また、CSR推進責任者は、CSR事務局⻑お
よび事務局メンバーを任命し、各社の情報セキュリティ対策の現場適⽤にあたり、⽴案、実施、監督を担当してい
ます。

教育・啓蒙

ポーラ・オルビスグループでは、情報管理を徹底するために「グループ⾏動綱領」内に情報セキュリティについて
記載しており、個⼈情報の棚卸しの際には全役員・従業員が読み合わせをしています。
また、従業員がSNSを通じてトラブルをおこさないようソーシャルメディアポリシー及びガイドラインを策定し、
社内eラーニングや講演会などを通じ理解・啓蒙に努めています。特に、店舗の従業員や新⼊社員や内定者まで、範
囲を広げて、SNSの使⽤⽅法の教育をしています。

取り組み

グループ全体で年2回（5⽉、11⽉）の個⼈情報の棚卸しを⾏っています。さらに、個⼈情報委託先管理の徹底を図
るため、2014年より委託先の洗い出しと年１回以上の委託先監査を義務付けました。
2016年にスタートしたマイナンバー制度、また2017年に施⾏された改正個⼈情報保護法についても社内規程の変更
と、その周知・徹底を図っています。
また、業務取引先の委託先管理も義務付け、ポーラ・オルビスグループの情報管理を強化しています。情報セキュリ
ティのフレームワークである、PCIDSSをポーラのECサイトで取得。オルビスではPマークを取得しています。

知的財産の保護と活⽤

ポーラ・オルビスグループの知的財産は社会の発展に寄与することを⽬的とし、市場活性の⼀端として活⽤します。
そして、守るべき資産管理は厳正に⾏い、ステークホルダーの信頼を得ていきます。
中でも、機密情報の管理については、厳正に⾏っています。⾃社及び他社の企業秘密を社外に漏えいしたり、業務⽬
的、他社から許された以外の⽬的には使⽤しません。また、取引先等の社外に開⽰する必要がある場合は、秘密保
持契約を結ぶなどし、予期せぬ漏えいの防⽌に備えています。業務上知り得たすべての個⼈情報を適正かつ厳重に管
理し、正当な⼿続きなく社外の第三者に開⽰しません。
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ポーラ・オルビスグループは、情報セキュリティ基本方針、プライバシー・ポリシーや情報セキュリティ規程を遵守し、個人
情報や企業情報を脅威から守るための情報セキュリティ対策を行っていきます。情報セキュリティ対策のための組織作りおよ
び規定、ルール等を策定し、ポーラ・オルビスグループ各社の全役員､全従業員に対する定期的な教育・啓蒙を実施します。
また情報資産に対する情報セキュリティ対策は、“人的管理対策”、“物的管理対策”、“技術的管理対策”､”組織的管理
対策”の4つの観点で継続的に計画・実施・検証・見直しをしていきます。



ポーラ袋井⼯場⾒学

Jurl iqueの⼯場があるアデレードでは、Heathfield High School というアデレ
ードヒルズにある⾼校とSTEM (Science, Technology, Engineering and
Mathematics) Industry Questを通してパートナーシップを組んでいます。9年
⽣（おおよそ15歳）の理系の⽣徒に、Jurl iqueの研究の実習を通して、理系の仕
事の楽しさを知ってもらうことを⽬的としています。
プログラムは3か⽉にわたり、⽣徒たちはグループにわかれ、新商品の開発に取
組みます。プログラムの最後に、⽣徒たちはプレゼンテーションをして新商品を
売り込みます。本プロジェクトでは、フォーミュレーション、エンジニアリン
グ、パッケージデザインから営業まで幅広い技術を体験できる、⽣徒たちにとっ
て貴重な機会になっています。

地域コミュニティへの参画

グループの取り組み

ポーラ化成⼯業 地域社会における事業の理解を深めるため⼯場⾒学対応を充実

ポーラ化成⼯業 ⼩学⽣から⼤学⽣までを対象に、さまざまな教育⽀援を実施

Jurlique 理系の仕事の楽しさを学⽣へ
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ポーラ化成工業では、袋井工場創業以来39年間、グループ会社および各取引会
社、地域、行政、学生等外部のお客さまをはじめとした各方面からの工場見学
に対応し、製品品質、肌分析技術の優秀性・安全性や環境活動について工場見
学を通じてPRしています。地域貢献を通じた知名度向上に取組む一方、見学
ルートの改善、説明手順書の改善、多人数対応のための仕組み構築、環境講座
の実施など、常に改善を繰り返すことで、見学者の満足度向上に努めていま
す。
2018年の見学者数は、32グループ、877名でした。

ポーラ化成工業では、さまざまな教育支援活動に取組んでいます。
2018年は、袋井工場では「環境キッズ教育」を継続開催しました。横浜研究所
では中高生のキャリア学習の一環として研究員を派遣した職業講話にも継続協
力しています。また、袋井工場・横浜研究所で近隣の中学生の職業体験を受け
入れ、化粧品開発・ものづくりの基礎を学んでもらいました。



Jurl iqueでは、Jurl iqueのスキンケア品のためにある⾃然やサイエンスについて
の理解を深めていただくためにアデレードヒルズにあるファームツアーを⾏って
います。
これまで4,500⼈以上がジュリークファームでバイオダイナミック農法について
学んでいます。

ポーラ・オルビスグループは、地域に密着した清掃活動や環境美化活動を継続し
て実施しています。ポーラ化成⼯業、ポーラ流通センター、ピーオーテクノサー
ビスが共同で、地域に密着した清掃活動や環境美化活動を継続して実施していま
す。また、6⽉と11⽉の愛野メモリアルロード花壇の植替え奉仕作業に参加し、
地元の⽅々とともに花壇の⼿⼊れを⾏いました。また、毎年恒例となった、法多
⼭までのクリーンウォークを5⽉に、従業員及びその家族とともに総勢89名で実
施しました。

Jurlique 農場

オフィスビル 地域との協働
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ポーラ・オルビスグループでは、CSR活動をグループ全体に広げ展開していくた
めに、「グループCSR委員会」を設置しています。  「グループCSR委員会」
は、ポーラ・オルビスグループCSR委員会規程に基づきポーラ・オルビスホール
ディングスのCSR担当役員を委員⻑とし、グループ各社の役員を各社CSR推進
責任者として構成メンバーにしています。また必要に応じてグループ各社内に職
場推進担当者を任命し、CSRの課題を検討し、解決を図っています。

全国の施設や病院での美容ボラン
ティアを継続的に実施

ポーラでは、いつもお世話になっている地域の⽅々への感謝の気持ちを込めて、
エステやメークの技術を⽣かして、介護施設、病院などで美容ボランティアを⾏
っています。スキンケアやメークを通じて患者さんやお年寄りにおしゃれの楽し
さを思い出してもらい、外部の⼈たちとの交流で⽣活にハリを感じていただきた
いとの思いで毎年活動を続けています。
2018年は、⽼⼈ホームや介護⽼⼈保健施設をはじめとして、全国でのべ189件の
美容ボランティア活動に取組みました。

社会貢献

⽅針

企業⽂化芸術活動、環境保全活動などに積極的に取組み、本業を豊かにするとともに、社会に⼤きな貢献を果たす
活動を⾏っていきます。

体制

取り組み

美を通じた社会貢献

ポーラ 全国の施設や病院での美容ボランティアを継続的に実施
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これまでの主な活動内容はこちらから

TFT活動（ポーラ化成⼯業）

2018年は昨年に引き続き、3⽉と4⽉に東⽇本⼤震災における仮設住宅に住む⼥性たちへ美容ボランティアとして、
「セルフマッサージ講座」を実施しました。
釜⽯市や⼤槌地区にて、フェイシャルマッサージの後にセルフメークも味わって頂きました。メークを味わった参加
者の表情はとても明るくなりました。今回のアンケートでも、参加者の満⾜度は⾼く、「顔が軽くなった気がし
た」、「フェイシャルマッサージをみんなで出来て楽しかった」、「久しぶりにフルメークをしてウキウキした」
など、マッサージやメークをすることで参加者の気持ちも前向きに明るくなった様⼦でした。
今後も、被災地の皆様の⼼⾝の維持増進のために、ゾーンスタッフと現地のショップオーナー・ビューティーディ
レクターによってお⼿伝いできればと思います。

震災⽀援

オルビス 継続的・発展的な被災地復興⽀援活動

ポーラ 被災地での美容ボランティアの実施

国際⽀援

44

ポーラ・オルビスグループでは、2007年秋より、社員食堂のある全事業所において、

｢TABLE FOR TWO（TFT）｣を継続して実施しています。TFTとは、ヘルシーメニューを注文す

ると1食につき20円がアフリカなどの子どもたちの学校給食費として寄付される 、開発途上国

の飢餓と先進国の肥満や生活習慣病の解消に同時に取組む日本発の社会貢献運動で

す。2018年10月の世界食料デーには、社員食堂のないポーラ・オルビスホールディングスの

銀座ビルにおいても、ポーラの美肌食堂弁当でTFTを実施しました。2018年までの寄付金額

合計は、11,710,440円（マッチングギフト含む）となり、子どもたちに約58.5万食の学校給食を届

けることができています。

開発途上国の飢餓解消への支援としてTFTを継続して実施

オルビスでは、東日本大震災の発生から8年間復興支援活動を継続。震災直後の緊急的な物

質面での支援はもちろん、”少しでも早く被災地の方々が「いつも」の日常を取り戻せるお手伝

いが出来れば”と「いつもプロジェクト」を立ち上げ、お客さまのご協力と従業員のボランティア

により、心に寄り添う支援を目指して活動を続けています。

「いつもプロジェクト」では、お客様がお買い物をした際に還元される 「お買い物ポイン ト」を寄

付していただいたものを活動資金の一部として活用。（寄付ポイン ト受付は2018年3月末で終

了･支援活動は継続）。これまでに、仮設住宅の無機質な壁に絵を描くことで、日々の生活に彩

りを添える 「くらしのある家プロジェクト」など、数々の復興への取り組みを支援してきました。初

回から協賛とボランティアを続けている 「東北風土マラソン＆フェスティバル」は、 2018年3月で

支援5年目を迎えました。

また、2016年の熊本地震直後には、「オルビスくまもと未来基金」を創設。地元の復興支援団

体の活動を助成金で支えています。

今後は、被災地域の未来を担う若者たちの学習･教育支援に繋がる活動も検討予定です。「い

つもプロジェクト」の復興支援活動件数約50件、総寄付金額約1.5億円、ボランティア参加社員

数のべ250名（2011年6月～2018年12月末現在）

https://www3.orbis.co.jp/itsumo/


⼈材育成

グループ理念において定義されたWayでは、グループ共通の価値観・⾏動指針を定めています。その中でも「美意識
が⾼くチャーミングな⼈としてふるまう」にある”美意識”は、グループ独⾃の⾏動様式として、他者に依存しない⾃
分なりの⾒⽅や感受性を⼤切にし、影響を与えていく⼒と定めています。こうした⾏動を⾼めていくために、グルー
プ共通の⾏動様式となるコンピテンシー評価や次世代リーダー育成プログラムの展開など、理念の実現へ向けグル
ープの⼈材⼀⼈ひとりの⾏動変⾰に取り組んでいます。

ポーラ・オルビスグループ理念

ポーラ・オルビスグループでは、⼀⼈ひとりの⾏動変⾰を⽬的に、グループ社員共通の⾏動様式であるコンピテン
シーを定めています。これは、理念の実現に向け、グループの⼈材が個性、感性を発揮し、変化に⽴ち向かうための
新たな能⼒要件に基づいています。コンピテンシーという具体的⾏動特性を定義することにより、全従業員への浸透
を図っています。

再構築したポーラ・オルビスグループ社員コンピテンシー

変化と向き合い挑戦する

ビジョン構築⼒

変化対応⼒

市場・環境洞察⼒

深く拡く思考する

概念的思考⼒

分析的思考⼒

個を磨き影響を与える
美意識

対⼈影響⼒

組織の⼒を⾼める

育成⾵⼟の醸成

多様な個⼈を尊重し活かす⼒

※コンピテンシーモデルは、コーン・フェリー・ヘイグループの協⼒を得て設計しています。

コンピテンシーを活⽤したグループ全体での⾏動開発

45



当社グループでは、“美意識”を美的感覚を磨くということではなく、⾃分の価値観や信条、その⼈らしさを発揮でき
る⼒と定義。個々⼈が持つ多様なものの⾒⽅や感受性を存分に発揮することがよりよい仕事の成果へつながるとい
う考えに基づいて定められたものです。”美意識”を⾼めるための具体的な取り組みとして、対話型美術鑑賞の⼿法を
⽤いたワークショップを⼈材育成に取り⼊れています。また、2017年からは新たに、新⼊社員を対象として「絵画
創作プログラム」も導⼊しました。
アート鑑賞や⾃らのイメージを絵で表現することで、⾃分の価値観を⾒つめ、それを仲間と分かち合い、多様な価値
観に触れる機会を提供します。

ポーラ・オルビスグループでは、多彩なブランドを⽀える、個性あるリーダの創出を⽬的に、2005年より次世代リ
ーダー育成プログラムを導しております。2018年からは、グループ理念の刷新とともに、プログラムの名称・内容
を新たにしました。⼀⼈ひとりが⾃⽴した個⼈としての感受性を発揮し、組織に絶え間なく変化を⽣み出していく
ことを狙いとしています。

個⼈としての意欲やキャリアビジョンに応える機会として、2017年よりグループFA制度、社内ベンチャー制度を導
⼊しました。意欲ある⼈材が多様な経験にチャレンジできる機会を提供しています。

⼀定の条件を満たした社員が他のグループ会社や他部⾨への異動の希望を提出。選考を通過した⼈材は個々の希望
による異動が⾏われるいわば”グループ内転職”制度です。社員⼀⼈ひとりが⾃⽴的にキャリアを描き、ビジネスマン
として、⾃らの意欲に基づく成⻑と挑戦を促します。

50件を超える社内ベンチャー制度への応募の中から、「⼥性起業家特化CVC事業」「伝統⼯芸と企業のコーディネ
ート事業」の2件が最終選考を通過し、2018年1⽉より本格稼動をしています。
新規事業の創出によるグループの成⻑とともに、「こんな社会を実現したい」という、社員⼀⼈ひとりの感受性や
想いを形にすることを⽬的としています。

”美意識”のコンピテンシーを⾼めるアートによるワークショップ

次世代リーダー育成プログラム

個⼈としての能⼒の発揮の場

グループFA制度

社内ベンチャー制度
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⼥性管理職⽐率

当社グループでは、「⼈」を最も重要な資産に位置づけています。
ダイバーシティへの取組みとして、⼥性の活躍を積極的に⽀援することにも⼒を
⼊れています。当社グループは、創業当初より化粧品事業を通じて時代の変化に
対応した“⼥性の社会進出”を応援してきました。この創業以来培われた企業⾵⼟
のもと、さらなる「⼥性活躍応援企業」として、意欲と能⼒のある⼥性従業員の
活躍の場の拡⼤や管理職、役員への登⽤など、性別に関係なく、⼀⼈ひとりの能
⼒を⼗分に発揮できる環境づくりを推進しております。
このような取組みは⼥性従業員のキャリアアップ形成にも繋がっており、海外を
含めたグループ全体での⼥性管理職⽐率は44.4%、国内グループ会社だけを⾒て
もホールディング体制に移⾏した2007年の13.6%から、2018年の26.5%と⼤幅
に上昇しております。⼥性の意⾒を尊重する職場⾵⼟の中、顧客視点に⽴った商
品開発や提供するサービスの充実化など、さまざまな形で⼤きな⼒を発揮してい
ます。

厚⽣労働省⼦育て⽀援企業認定マ
ーク

ダイバーシティと機会均等

ダイバーシティへの取り組み

⼦育て⽀援への積極的な取り組み（認定マーク「くるみん」を取得）

障がい者が安⼼して働ける職場づくり
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女性のライフステージを支えるキャリア支援策の一環として、積極的に子育て支援に取

り組んでいます。育児状況に合わせて選択できる短時間勤務制度や育児フレックス（小

学校3年生の3月末まで）など、多様な働き方に対応できる制度整備を行っております。

例えば、株式会社ポーラでは育児休業後の円滑な職場復帰を実現するために、管理職へ

の両立支援制度説明や上長との復職前面談の実施、育児休業復帰者のためのキャリアデ

ザイン研修など、子育てに関わりながらのキャリアパス形成にも目を向けた積極的な取

組みなどを実施、グループの育児休業復職率94％（2018年度実績）と高い成果に繋がっ

ています。

障がいがある従業員も安心して働ける職場環境づくりに取組んでいます。

株式会社ポーラ、オルビス株式会社では、都心への通勤が困難な従業員に配慮し、郊外にサテライトオフィスを設置し、通勤

負荷の軽減を図ると同時に、設備面においてもオフィスのバリアフリー化やユニバーサルデザインの業務機器設置など、個々

の能力が最大限に発揮できる環境を整え就労促進を図っております。また、専門的なノウハウを持つ株式会社スタートライン

様のご協力を得て、障がいがある従業員も、体調・メンタル面の不安ない中で業務を行えるよう支援する体制を構築していま

す。

このような取組みの結果、グループ全体で75名が就業しております。（2019年1月現在）今後もグループ全体で、障がい者が

実力を発揮できる職場づくりを推進していきます。



労働安全衛⽣

⽅針

ポーラ・オルビスグループは、労働災害の撲滅と疫病の予防・健康保持増進のため、安全管理と衛⽣管理の徹底を
図ります。

ポーラ化成⼯業では、『安全と健康はすべてに優先する』との精神に基づき、安全と健康の確保が健全な⽣産
活動の根源であり、かけがえのない価値であると認識し、快適な職場環境の形成のため、全社員が協⼒して安
全衛⽣活動を推進します。

1. 安全衛⽣管理組織を整備しながら会社員の安全に与える影響を的確に把握するととも
に、安全衛⽣マネジメントプログラムを定めてリスクアセスメント活動等を推進し、経
済的・技術的に可能な範囲で継続的改善と労働災害発⽣の未然防⽌に努めます。

2. ⼼⾝の健康がすべての基本であり、全社員の⼼とからだの健康づくりと快適な職場環境
形成を通じて、健康維持増進及び職業性疾病の予防に努めます。

3. 全社員の向けた労働安全衛⽣⽅針の周知および安全衛⽣意識の向上を図るとともに、安
全衛⽣に関する法規則や事業所が同意した協定及び社内規定類に定めた事項を遵守しま
す。

体制

ポーラ・オルビスグループは労働基準法などの法令順守に基づき、各グループ会社の⼈事や総務部⾨で管理を⾏っ
ています。中でも、ポーラ・オルビスグループの⽣産拠点であるポーラ化成⼯業では、安全衛⽣⽅針のもと休業労
災・無休労災0件を⽬標とし、マネジメントしています。

取り組み

労働安全衛⽣法に基づき、安全衛⽣委員会にて⻑時間労働についてのモニタリングや、職場環境改善のための取り組
み、パトロールの実施による改善活動をし、グループ従業員の安全・衛⽣についての対応を⾏っています。

実績

労働安全衛⽣ 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

休業災害数

国内グループ全体

- - 4 4 件

不休災害件数 - - 8 4 件

死亡災害件数 - - 0 0 件

安全衛⽣委員会の実施状況 国内グループ全体 従業員が50名以上の事業所で実施しています。

ポーラ化成⼯業 安全衛⽣⽅針
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https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/respect/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/health/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/procurement/index.html


ポーラ・オルビスホールディングスは、健康経営優良法⼈認定制度〜ホワイト
500〜の認定を2018年、2019年に取得しました。同制度は、経済産業省が創設
した制度で、地域の健康課題に即した取り組みや⽇本健康会議が進める健康増進
の取り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している⼤企業や中⼩企業等の
法⼈を表彰する制度です。

健康経営

⽅針

ポーラ・オルビスグループでは、健康がグループ理念で重要視している多様な個性・感受性を育み発揮するための
源泉であると認識し、2017年にポーラ・オルビスグループ健康経営宣⾔を策定しました。

ポーラ・オルビスグループにおける「健康」は創業以来、お客さまに寄り添い、お客さまを想い、

商品・サービスを提供してきた歴史を紡ぎ未来に向けて、感受性のスイッチを全開にし、常に新し

い価値を⽣み出すための源泉です。

従業員⼀⼈ひとりが健康であってこそ他者を想いやり、また⾃分らしく、彩りに満ちた⼈⽣を送る

ことができると考えています。

ポーラ・オルビスグループでは、グループ理念を体現していくために従業員の⼼⾝の健康を経営の

重要課題として位置づけ従業員とその家族とともに、健康づくりに取り組んでまいります。

体制

ポーラ・オルビスホールディングス⼈事担当役員のもと、グループ横断でPDCAをまわす組織を発⾜するとともに、
健康管理センターに婦⼈科医師やメンタルヘルス専⾨の担当を拡充するなど、従業員の健康管理の徹底をしていき
ます。

実績

取り組み

健康管理の基点であり柱となる健康診断は、定期健診に加え、⽣活習慣病やメタボ健診、さらにはがん検診を含め
た総合的な検査を実施しております。定期健診は、受診率100%を⽬指して全社的に取り組むとともに、健診結果か
ら有所⾒者に対し、⾯談や保健指導等のフォローアップを実施しています。また、ＩＣＴを活⽤した健康管理のプラ
ットフォームを導⼊し、従業員の健康管理や、リテラシー向上にも努めています。
福利厚⽣制度では、カフェテリアポイント制度を導⼊し、⼈間ドックやオプション検査の受診などについてポイン
トを増額するなど、会社からの費⽤⾯でのサポートを積極的に⾏っています。

「ポーラ・オルビスグループ健康経営宣⾔」

からだの健康

健康診断受診の促進
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ポーラ・オルビスグループでは、⼥性従業員が約70%を占めており、グループ健康保険組合と連携して、特に婦⼈
科検診や⼥性特有の疾患に関する検査に注⼒しています。その結果、35歳以上の婦⼈科検診の受診率は80％を超え
ています。また、婦⼈科専⾨医への相談⽇の常設や⼥性従業員向けの個別⾯談など、⼥性のための健康相談を⽇常的
に⾏うとともに、⼥性のライフステージと健康や乳がん啓発等の社内セミナーを開催するなど、組織的な健康リテ
ラシー向上に努めています。

ポーラ・オルビスグループでは、職場における受動喫煙を防⽌するため、すべての事業所において屋内禁煙または
適切な分煙対策を⾏っています。喫煙は健康だけでなく、肌への⽼化にも⼤きな影響があることが⾃社の研究結果と
してわかっており、グループ健康保険組合および健康管理センターが中⼼となって、禁煙推進や禁煙治療（補助⾦制
度等）の働きかけを⾏っています。

喫煙率 22.7％ 21.5％ 20.0％ 18.3％ 17.9％

ポーラ・オルビスグループでは、⻑時間労働が睡眠不⾜や疲労蓄積など、健康⾯に多⼤な影響があることを認識
し、労働時間の削減に取り組んでいます。また、「リフレッシュ休暇制度」「ノー残業デー・早帰りデー」の普及を
推進することで、ワークライフバランスに配慮した労働環境整備に努めています。
2018年度において、グループ国内企業の年次有給休暇の平均取得率は70.0%、⼀⼈当たりの平均残業時間／⽉は12
時間35分となっています。働き⽅の⾯においても、リモートワーク制度の導⼊を進めており、多様な働き⽅の推進
に向けて、積極的な施策展開を⾏っています。

国内グループ会社平均就業状況

有給休暇取得率（％） 63.97 60.97 65.10 67.8 70.0

残業時間（時間） 15:00 12:78 13:85 13.75 12.35

⼥性の健康をサポート

禁煙・分煙の推進

⾷事からの健康推進

⻑時間労働の削減
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社員食堂が常設されているポーラ、オルビス、ポーラ化成工業では、食生活から従業員

の健康を保持するため、ヘルシー・メニューの提供を行っています。その代表的なメ

ニューが、 2007年秋から社員食堂を持つ事業所で継続的に実施している ｢TABLE FOR 

TWO（TFT）｣です。TFTとは、ヘルシーメニューを注文すると1食につき20円がアフリカな

どの子どもたちの学校給食費として寄付される 、開発途上国の飢餓と先進国の肥満や生

活習慣病の解消に同時に取組む日本発の社会貢献運動です。厚生労働省「日本人の食事

摂取基準」に則りカロリーが730kcal (680～800kcal) 程度であること、栄養バランスが

適正、野菜が多めなことが条件とされています。



ポーラ・オルビスグループでは、毎年秋にウォーキングキャンペーンを実施する
ほか、定期的に、⾝体の健康に関する社内セミナーを開催するなど、運動やスト
レッチを実践する機会を提供しています。ポーラ化成⼯業では、⾃治体とタイア
ップして健康維持増進のために⼿軽にできるスロージョギング・スローエアロビ
ック教室の開催や、恒例⾏事となっている地域清掃活動も兼ねたクリーンウォー
クイベントを実施しております。また、社員⾷堂において⾎管年齢や⾻密度などの
測定イベントを開催するなど、従業員の健康管理への意識向上に努めています。

ポーラ・オルビスグループでは、グループ全体でメンタルヘルスケアに取 組み、不調者の早期発⾒、早期対応に⼒
を⼊れております。  環境⾯では社内外に相談窓⼝を設置するなど、産業医、⼼理専⾨職からの助⾔や治療が受けら
れる体制を整備すると同時に、ストレスチェック診断やメンタルヘルスセミナーの開催、ラインケア、セルフケアに
関する教育などを通じて、メンタル不調者発⽣の未然防⽌に取り組んでおります。

運動機会の確保など健康イベントの実施

こころの健康

メンタルヘルスケアについての取組み
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ポーラ・オルビスグループは、各社の責任のもと、法令順守でお取引先さまとの
関係を築いています。お取引先さまとの関係性の中でも、近年原材料の調達がグ
ローバルでの課題となっており、CSR委員会の分科会として2019年調達部会を
設置しました。調達部会でグループ全体に影響を及ぼすような調達の課題を検討
し、各社購買責任者とともに対応を検討します。ここでの結果は随時、取締役会
で報告します。

購買⽅針説明会の様⼦

ポーラ化成⼯業を中⼼として、化粧品の原材料および容器包材について、環境に
配慮した調達・購買活動を推進するため独⾃の環境基準を定めています。
原料は資源保護や環境保全に留意し、環境ホルモン、PRTRなど設定した基準に
準拠した調達・購買に努めています。
容器・包材は、原料・省資源を推進するために、再⽣材使⽤など適切な包材選定
と環境に配慮した設計と購買活動を⾏っています。
また、お取引先との密接なコミュニケーションを通じて連携を深めています。随
時、購買⽅針説明会を開催し、ポーラ・オルビスグループの理念や経営⽅針をお
伝えしています。
2019年4⽉の説明会では、原料および包材・外注のお取引先83社（総勢142名）
に参加をいただき、「お取引先とのアライアンス構築」「グローバル化に向けた
海外調達・⽣産⽐率の拡⼤」「サプライチェーンマネジメントの進化」「BCPの
取組み強化」などの重点項⽬について説明しました。
下請法などの法令の遵守のために、関連機関による外部調査、⾃主監査、購買活
動に関する法令および社会倫理に関する勉強会などを実施しています。

公正な事業慣⾏（CSR調達）

⽅針

国内外を問わず、公平・公正なお取引の実⾏

1. 品質・コスト・納期・技術対応⼒・企業姿勢などを⽐較評価させていただき、お取引先
を決定します。

2. 関連法規を遵守し、⾏動します。

3. 資源・環境保護など、社会的責任を果たす努⼒を継続します。

ポーラ・オルビスグループでは、グループ購買基本⽅針をもとに取引先と公正かつ⾃由な取引を続けながら、永続
的かつ持続的に発展するために実践していくことをまとめたポーラ・オルビスグループCSR調達ガイドラインを制
定しました。このガイドラインに基づき取り組み状況を把握する⽬的でモニタリングを順次実施していきます。

体制

ポーラ化成⼯業の購買活動

CSR調達ガイドライン
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CS R調達ガイドライン

https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/procurement/pdf/1703_csr_guideline_0324.pdf


CSR調達

CSR調達ガイドラインをもとに、CSR調達のアンケートを作成しました。法令遵守（コンプライアンス、公正な取
引・腐敗防⽌、情報セキュリティ）、⼈権（強制労働や児童労働の禁⽌など）、労働環境、環境、サプライチェー
ン、品質維持についてアンケートの中で確認をしています。2018年は、化粧品原料メーカー（⼯場単位、商社、国
外メーカー含む）にアンケートを実施し、224件のアンケート回答をいただいております。

お取引先ホットラインはこちらから

ポーラ委託販売契約先の⽅はこちらから

公正な競争

ポーラ・オルビスグループは、グループ⾏動綱領の反競争的⾏為の禁⽌に則って⾼い倫理観を持って⾏動をします。
カルテルや談合、再販売価格の維持、優越的地位の濫⽤等独占禁⽌法違反となるような⾏為を⾏わず、公正で⾃由な
企業間競争を⾏っています。

汚職の防⽌
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ポーラ・オルビスグループでは、グループ理念の実現と、グローバル社会で自らを厳しく律するための行動の基準を定めた

「ポーラ・オルビスグループ行動綱領 」、および「贈物および接待等に関するガイドライン（2008年制定）」を設定して

います。その中で、販売先、仕入先、調達先、業務・製造等受委託先の取引先および関係官庁の公務員との関係において、法

令、規則、社内規程、基準等を遵守することを定め、贈物および接待などの授受を原則禁止しています。

グループ子会社ごとに策定した細則で、宣伝用品など安価なもの、餞別、祝儀など 社会通念上 業務として必要な場合のみ

上限を設け例外として認めていますが、必ず事前承認、事後報告を定めています。

また、ポーラ・オルビスグループ各社は、その内容が適切に守られるよう管理体制と施策についても定めており、定期的に

「贈物および接待」などについて自己監査や教育を行っています。教育については、全従業員対象のe-ラーニングを定期的に

実施、周知徹底を図っています。

サプライチェーンに関しては、ポーラ・オルビスグループの「購買基本方針」に基づき、お取引先とポーラ・オルビスグルー

プが公正かつ自由な取引を続けながら、永続的かつ持続的に発展するために必要な事項をまとめた「CSR調達ガイドライン 」

を制定。各国や地域の法令および条例を遵守した事業活動を行い、公正さを疑われるような取引および贈収賄には関与しない

ことを、お取引先に要請しています。 また、人権、労働、環境、腐敗防止の4分野の10原則を定めた国連グロ ーバルコンパク

トを支持し、2017年2月に署名しました。

特に、海外グループ会社では、購買プロセスの見直しを実施し、関連規程を追加しました。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/hotline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/consignment/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/pdf/statement.pdf
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/procurement/pdf/1703_csr_guideline_0324.pdf


お取引先ホットライン

お取引先ホットラインのご利⽤にあたって

ポーラ・オルビスグループは、2017年グループ理念策定と同時に、理念実現に向けて、および法令遵守と倫理的な
事業活動のために、ポーラ・オルビスグループのすべての役員・従業員⼀⼈ひとりが守らなければならないことを
「ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領」として制定しました。お取引先と共に遵守徹底に努めていきます。

ポーラ・オルビスグループの⾏動綱領はこちらから

ポーラ・オルビスグループは、下記の⽬的のためにお取引先ホットラインを開設しています。
1.コンプライアンス違反の早期発⾒・未然防⽌
2.コンプライアンス違反の解決および再発防⽌
3.ステークホルダーからの信頼獲得に資するなど 、企業価値の向上や事業の持続的発展への寄与

（1）「お取引先ホットライン」の受付内容

ポーラ・オルビスグループの役員・従業員の⾏為が、法令・規則、「ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領」、コン
プライアンス違反（ハラスメント、不正など）、あるいは、各お取引先との契約に違反している（またはそのおそ
れがある）と認識された場合には、具体的な情報を「お取引先ホットライン」までご連絡ください。

＜ご記載いただきたいこと＞
・お名前、貴社名、ご連絡先
・対象となる⾏為者の名前、所属会社と部署名
・対象となる⾏為が⾏われた⽇時
・⾏為の具体的な内容
・⾏為が⾏われていることを知った経緯

尚、虚偽の事実に基づく通報、あるいは誹謗・中傷などの⽬的をもってのご通報、第三者になりすましての通報
（以下、不正⽬的通報と記す）は対象外です。

※商取引の内容業務については担当部⾨にご相談をお願いいたします。

（2）「お取引先ホットライン」へのご通報の⽅法

※所属する会社名、お名前をいただけない場合、事実確認が出来ないため対応いたしかねます。

（3）ご通報に対する対応

「お取引先ホットライン」へのご通報窓⼝を、ポーラ・オルビスグループCSR委員会事務局に設置し、事実関係を
調査します。調査の結果、是正措置が必要な場合は、迅速に対応を図ります。
ポーラ・オルビスグループが必要と判断した場合のみ、ご通報をいただいた⽅に対応の結果をご報告いたします。
ポーラ・オルビスグループは、ご通報⾃体を理由とする不利益な取扱いはしません。ただし、不正⽬的通報の場合
や、当該お取引先様が違反⾏為に関与される場合には、保護できない場合があります。また、お取引先についても
ご通報いただいた⽅へのお取引先内での不利益な扱いの禁⽌を要請いたします。

「ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領」について
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お取引先さまからの通報窓口の設置とその目的

「お取引先ホットライン」へのご通報は、このウェブサイトのご通報フォームで受け付けています。より詳細な事

実を確認させていただくために、ご通報に際しては、必ずご通報者のお名前およびE-mailアドレスなどをご明示く

ださい。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/pdf/statement.pdf


（4）個⼈情報の取扱いについて

※上記ボタンを押してもメール送信画⾯がうまく表⽰されない場合は下記メールアドレスへ送信してください。

s_hotl ine@po-holdings.co. jp

ポーラ委託販売契約先の⽅はこちらから
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ポーラ・オルビスホールディングスは、ご通報内容、ご通報者の会社名・お名前などの個人情報を秘密として厳守し、ポ 

ーラ・オルビスグループにおける、本件調査および改善対応の目的にのみ使用します。ご回答内容は、ポーラ・オルビスホー

ルディングスと必要に応じてご通報いただいた当該会社と共有し、3年保管後処分します。

ご回答いただいた内容に加えて、ご通報者使用PCに関わるIPアドレスやCookie（これらは併せて「一般データ」などとも呼

ばれています）は、日本に設置された当該第三者機関のサーバに格納されます。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/consignment/index.html


コーポレート・ガバナンス

企業の経営基盤に関わるコーポレート・ガバナンス
体制についてご覧いただけます。

コンプライアンスの取り組み

5つの基本⽅針に基づき、コンプライアンス経営を実
践しています。

内部通報制度（ヘルプライン）

従業員からのコンプライアンス違反の通報を受

け付けています。

リスクマネジメント

全社的なリスクとグループ各社のリスクをマネ

ジメントしています。

ステークホルダー・ダイアログ

企業活動が社会の期待や要請と⼀致している
か、社外のステークホルダーの皆さまと積極
的な対話を⾏っています。

ガバナンスは、法令や社会倫理を守る「コンプライアンス」、企業の経営基盤に関わる「コーポレート・ガバナ
ンス」、企業の説明責任を果たす「情報開⽰」など、企業として取組むべき基本的な活動です。

56

https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/compliance/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/helpline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/riskmanagement/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/index.html
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当社グループのコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社グループは、「感受性のスイッチを全開にする」というグループ理念のもと、ひとつひとつが異なる個性を持った
ブランドを複数保有し、「お客さまとの直接的なつながりによる高いブランドロイヤリティ」、「スキンケア領域にリソー
スを集中した研究開発力」、「個々のブランドが互いに強いシナジー効果を発揮するマルチバリューチェーン戦略」を
グループの強みと位置づけ、事業展開しております。基本的にグループ各社は自主自立経営を志向し、持株会社で
ある当社は、グループ各社の経営に対する牽制機能を持つことで、当社グループ全体の経営の健全性確保と効率
性向上により企業価値の向上に努めております。
併せて、当社グループは、コンプライアンスをＣＳＲ活動に組み込み、これを重視します。当社グループが社会の良
き市民として、株主や取引先など様々なステークホルダーとの関係を深め、企業責任を果たし、信頼関係を構築す
ることで、グループの永続的発展を実現していきます。
また、当社グループでは、法令遵守、環境保全、株主との関係などについて規定したポーラ・オルビスグループ「行
動綱領」を策定し、全役員および従業員がこの行動綱領の遵守を宣誓することとしております。
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主なコーポレート・ガバナンスの構成概要

役割 構成員 開催

．取締役会

グループの中長期戦略策定やリ
スクの検討、資源の最適配分な
ど、経営に関する重要事項につい
て審議し、意思決定を行う

取締役6名で構成
(うち独立社外取締役
2名 )

毎月1回以上開催。
2018年は22回開催
(臨時取締役会を含
む)

2．監査役会

株主総会や取締役会、グループ
執行会議など重要な会議への出
席や、取締役・従業員・会計監査
人からの報告収受などを行い、取
締役の職務執行を監督

常勤監査役1名と会
社法第2条第16号に
定める独立した非常
勤の社外監査役2名
で構成

毎月１回以上開催。
2018年は16回開催
(臨時監査役会を含
む)

3．グループ
執行会議

2017年より、経営と執行の役割
明確化を目的として新たに設置。
グループの業務執行に関する重
要事項 (経営課題、リスク)につい
て、各社より報告を受け、その内
容について審議

当社の社内取締役・
監査役に加え、子会
社社長をはじめ主要
会社の執行役員によ
り構成

毎月定例で開催。
2018年は19回開催

委員会 任意

4．指名
(
諮問

)

当社取締役の指名、執行役員の
任用および子会社の取締役の指
名など、経営上重要な人事に関し
て取締役会から諮問を受け、審議
し答申を行うことで、決定プロセス
の客観性・透明性および実効性を
確保する

決定プロセスの客観
性・透明性・実効性を
確保する観点から、
審議事項に応じて構
成員を決定。
取締役、執行役員、
主要子会社の代表取
締役の選解任などの
特に重要な人事に関
しては構成員の過半
数を社外取締役とす
る

2019年1月より導入

委員会 任意

5．報酬
(
諮問

)

当社の役員報酬の制度設計、当
社取締役の報酬および当社の子
会社の取締役、執行役員の報酬
などについて、取締役会から諮問
を受け、審議し答申を行うことで、
決定プロセスの客観性・透明性お
よび実効性を確保する

決定プロセスの客観
性・透明性・実効性を
確保する観点から、
審議事項に応じて構
成員を決定。
役員報酬制度の改
定、当社取締役の報
酬などの特に重要な
審議事項に関して
は、構成員の過半数
を社外取締役とする

2019年1月より導入

6．内部監査室

当社およびグループ各社の経営
目標達成に貢献するべく経営諸活
動 (リスクマネジメント・コントロー
ル・ガバナンスプロセス )を評価・
検証し、改善のための助言・勧
告・提言を行う

13名で構成。うち、内
部監査担当8名

2018年は11社を対
象に9件監査実施

7
C
．

SR
グループ
委員会

戦略上・業務上など企業活動に関
するリスク、コンプライアンス体
制、CSRに関する重要課題などに
ついて、グループ横断的に統括

委員長 (CSR担当役
員 )、委員 (当社グル
ープの役員ならびに
当社グループ外の有
識者 )および事務局か
ら構成

2018年は5回開催

1
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コーポレートガバナンス・コードへの対応の考え方

当社は、これまでも持株会社としてグループ各社に対して、経営の健全性確保と効率向上を図るべくその管理・監
督を行うことによりグループ全体の企業価値向上に努めてまいりました。
当社取締役会は、コーポレートガバナンス・コードの制定適用を、これまでの当社のコーポレートガバナンスを改め
て振り返り今後も当社グループが持続的な企業価値向上を実現するための「更なる進化の機会」にしたいと考えて
います。グループ各社が、人の成長と同様に、自立・自律し、個性からくる多様性や外部変化、異質なものを受け入
れる柔軟性を獲得、発揮しながら継続して学び、議論し、改善していくことで成長出来るよう、当社取締役会は、コ
ーポレートガバナンス・コードが求める趣旨を理解し、実行すると共に、当社のコーポレートガバナンスを継続的に評
価改善し、構築していく必要があると考えています。
当社取締役会は、株主をはじめとするステークホルダーの期待に応え、その責務を果たすことを目的にコーポレート
ガバナンス・コードで示された５つの基本原則に沿って「コーポレートガバナンスに関する基本方針」を制定いたしま
した。
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に、取締役会の実効性、公正性の確保に努めます。
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活動を積極的に行い、ステークホルダーとの建設的な対話の実施と実効性の向上に努めます。

 

関連情報

コーポレートガバナンス報告書（2019年3月27日発行更新）  （226KB）

コーポレートガバナンスに関する基本方針 （589KB）

役員報酬の決定に関する基本方針

当社の役員報酬は、以下の基本的な考え方に基づき、取締役会の任意の報酬機関である報酬諮問委員会で審議
し、取締役会で決定しております。

（１） 基本的な考え方
当社グループでは、役員報酬をグループの持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現するための重要な

手段の一つとして位置づけております。
持株会社である当社は、グループ経営全体に係る意思決定と業務執行に対する監督を主な職務とする当社取締役
などと、当社から業務執行権限を委譲された子会社取締役、それぞれの業務執行に対する役割、責任を明確にし
ており、役員報酬については、当該業務執行領域における業績などの結果責任を負うものであるとともに、短期の
みならず中長期の業績達成を強く動機付けるものとしております。
また、役員報酬と株式価値の連動性をより明確にすることで、株主の皆様との利害共有をより一層図れるもので

あることを志向しております。

https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance/main/02/teaserItems1/00/linkList/0/link/CORPORATE_GOVERNANCE_20190327.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance/main/02/teaserItems1/00/linkList/00/link/corporate%20governance_kihonhoushin_JP.pdf
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（２） 報酬水準
当社グループの経営環境および外部の市場に対する競争力を考慮し、国内外の同業または同規模の企業と比

較した上、各人の役割、責任の大きさに見合う報酬水準を設定しております。

（３） 報酬構成
当社取締役（社外取締役を除きます。）の報酬は、固定報酬である「基本報酬」と変動報酬である「年次賞与」お

よび「中長期インセンティブ（業績連動型株式報酬）」により構成するものとし、社外取締役については、固定報酬で
ある「基本報酬」および「中長期インセンティブ（非業績連動型の固定株式報酬）」により構成しております。監査役
は独立した立場から取締役の職務執行を監査する役割を担うことから、固定報酬である基本報酬のみで構成して
おります。

当社役員の報酬構成

注）報酬に占める変動報酬の割合については、各人の等級に応じて30％～40％で設定されます。なお、変動報酬
である「年次賞与」は、当社グループの単年度の業績目標の達成度等に応じて、「中長期インセンティブ」は、当社
グループの中期経営計画等における業績目標の達成度などに応じて、それぞれ0％～200％の範囲で変動しま
す。

（４） 役員報酬の決定プロセス
当社では、役員報酬の決定プロセスにおける客観性・透明性を確保するため、取締役会の任意の諮問機関とし

て、社外取締役が過半数を占める報酬諮問委員会を設置しており、役員報酬は、報酬諮問委員会での審議、答申
を踏まえ、取締役会が決定しております。

役員区分ごとの報酬等の総額、報酬などの種類別の総額（2018年度）

役員区分

変動報酬固

基

定

本

報

報

酬

酬 年 賞与
中長期インセンティブ

業績

●

変動 非業 変動

取締役(社外取締役を除く) ●

次

●

社外取締役 ●

績

●

監査役 ●

取締役 社外取締役を除く

社外取締役

監査役

報酬などの総額
報酬などの種類別の総額



コンプライアンスの取り組み

⽅針

ポーラ・オルビスグループでは、業務に係わる法令・定款・各種の社内規程類、⾏動綱領違反および企業倫理上容認
できない事象・⾏為のことをコンプライアンスとし、コンプライアンス違反の未然防⽌、再発防⽌を⾏っていきま
す。

ポーラ・オルビスグループでは、2017年2⽉に「 Ⅰ .感受性のスイッチを全開にする⾏動」として新しいグルー
プ理念を実践するための⾏動と、「Ⅱ .個⼈・集団として成⻑するための⾏動」として法令や内部規程を遵守
することはもとより、グローバル企業の⼀員として国際基準の社会倫理観で⾃らを厳しく律するための⾏動
の基準をポーラ・オルビスグループ⾏動綱領として制定しました。⾏動綱領は国内外のグループ従業員に周
知しています。

ポーラ・オルビスグループ⾏動網領PDF

体制

教育

ポーラ・オルビスグループでは、コンプライアンス違反を未然に防⽌するために全役員・従業員を対象にコンプラ
イアンスの理解と浸透を図っています。

対象：グループに所属する全役員・従業員（終了率１００％）
期間：毎年１回
テーマ設定：重点テーマに絞って学習をする
2017年  ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領
2018年  ⼈権
2019年  働き⽅改⾰

ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

CSR講演会の実施

61

ポーラ・オルビスグループでは、CSR活動（コンプライアンスなど）をグループ全体に
広げ展開していくために、「グループCSR委員会」を設置しています。 「グループ
CSR委員会」は、ポーラ・オルビスグループCSR委員会規程に基づきポーラ・オルビス
ホールディングスのCSR担当役員を委員長とし、グループ各社の役員を各社CSR推進責任
者として構成メンバーにしています。また必要に応じてグループ各社内に職場推進担当
者を任命し、CSRの課題を検討し、解決を図っています。また、CSRの理解、啓蒙、啓発
を図るために講演会やeラーニングなどを実施して教育に努めています。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/pdf/statement.pdf


対象：グループに所属する全役員・従業員
期間：毎年１回
テーマ設定：網羅的にコンプライアンスやサステナビリティについての学習をする
2018年  学習⽬次
グループ理念・SDGｓ・⼈権・不正会計・消費者トラブルに関する法律・個⼈情報・情報セキュリティ・インサイ
ダー取引・贈物及び接待・ヘルプライン・健康経営・⻑時間労働・３６協定・メンタルヘルス

モニタリング

内部通報制度（ヘルプライン）についてはこちらから

CSReラーニングの実施

従業員意識調査
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ポーラ・オルビスグループでは、グループ理念の永続的・持続的発展、企業価値の維持・向上を目指して、グループ全体の
「従業員の働きがい・満足」と「コンプライアンスの遵守」の現状を確認し、その課題と改善の方向性を探る目的で「従業員
意識調査」を実施しています。またそのベースとなるポーラ・オルビスグループ行動綱領を知っているか確認しています。
調査結果から、「ハラスメントの改善」「ワーク・ライフバランスの実現に向けた、残業削減、業務効率化、有休取得推進」
「成長実感の向上とキャリア形成支援の強化」など、各社からの課題設定を行い、改善のためのアクションプランを策定し、
改善を図っています。 2016年より海外グループ会社への調査も開始し、国内同様のアクションプラン策定を行っています。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/helpline/index.html


内部通報制度（ヘルプライン）

⽅針

体制

従業員への周知

お取引先さまホットライン
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ポーラ・オルビスグループは、ポーラ・オルビスグループヘルプラインを設置し、「コンプライアンス違反の早期発見・未然
防止」、「コンプライアンス違反の解決および再発防止」、「コンプライアンス違反に対する自浄能力を発揮する為の通報・
相談の受け入れ」、「ステークホルダーからの信頼獲得に資するなど、企業価値の向上や事業の持続的発展への寄与」を行っ
ていきます。

ポーラ・オルビスグループでは、グループ全役員・従業員を対象に、通報や相談ができる体制を構築し、社内のリスク情報を
直接把握してリスクの提言や違反防止につなげています。通報は、外部の委託業者で受付け、匿名化され、通報内容だけがグ
ループCSR委員会事務局に報告されます。通報は、24時間365日e-メールまたは手紙で受け付けています。グループCSR委員会
事務局では、各社関係部署にて調査を実施し、調査の結果、改善すべき事実が見つかった場合は改善を指示します。ヘルプラ
インの利用状況については、毎月監査役に対して報告しています。また、定期的に取締役会に報告しています。ヘルプライン
の仕組みにおいては、通報者の匿名性は守られ、社内規定および法令などで保護され、不利益な取り扱いをされることはあり
ません。万が一、通報者が通報を理由とした報復を被った場合には、社内規定に則り会社として是正します。また、海外グ
ループ会社、海外の事業所についても国内と同様のヘルプラインを導入しており、現地の言語で通報ができる仕組みを整えて
います。また、2018年にポーラ・オルビスホールディングスの経営層が通報対象になった場合は、外部窓口からポーラ・オル
ビスホールディングスの監査役に直接報告するルートを設置しました。

全グループ従業員に対し、利用方法を記載した冊子を配布して啓蒙しているほか、従業員対象のコンプライアンス意識調査
で認知度を測定し、認知度が低い事業所には告知ポスターを掲示するなど、積極的に告知しています。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/hotline/index.html


各社のリスクについては、グループ各社の経営会議での決議後、グループCSR委
員会での承認を得て、取締役会に報告をしています。四半期ごとにCSR委員会で
モニタリングを⾏っています。計画策定後に突発的に顕在化したリスクについ
て、タイムリーに取締役会に報告し、対策を⾏っています。

リスクマネジメント

⽅針

ポーラ・オルビスグループは、リスクを網羅的にリストアップし、事業への影響度と発⽣頻度をもとに優先順位を
つけ、グループ優先リスクとしてマネジメントをしていきます。また、従業員意識調査の結果をもとにグループに波
及するリスクについても対応をしていきます。
各ブランド固有のリスクに関しては、グループ優先リスクの選定と同プロセスのもと、各社で優先順位をつけてマ
ネジメントをしていきます。

体制

重点課題

2019年に対処すべき課題として、⾃然災害リスクへの対応（特に⽔害リスク）、働き⽅改⾰に伴う過重労働リスク
などを重点テーマとしています。

グループ優先リスク対応体制

各社のリスクマネジメント計画
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リスクマネジメントグループをポーラ・オルビスホールディングス横断で形成し、グ
ル ープCSR委員長をリーダーとし、リスクの優先順位付け、対応について検討をして
います。テーマアップしたリスクは、リスクオーナー部門・委員会・部会などを決
め、改善をしています。
これらの内容は、取締役会の審議を経て、決定します。四半期ごとに進捗を取締役会
に報告しています。



BCP（事業継続計画）の策定

反社会的勢⼒との対決

65

ポーラ・オルビスグループでは、2011年の東日本大震災の経験を生かして、各グループ会社の事業継続計画（BCP）を策定
し、毎年実効性検証のための訓練を行っています。
2018年は大阪北部地震で起きた外壁倒壊事象などの危険性を回避するため、各社施設の安全性点検（危険個所の再点検、備品
等の落下・転倒防止措置、外壁の点検など）を行うとともに、グループＢＣＰ訓練（安否確認、対策本部立ち上げ、備品等の
チェック）)を行い、各社内で抽出された課題への対応を行いました。
また、同時に暫定対応計画（優先復旧業務の洗い出しとその実行計画）を定期更新し、事業の早期復旧が実現可能な体制を整
えています。
海外に拠点を持つ事業所でのBCP策定も2015年よりスタートさせ、事業所施設の安全確認の実施、および安否確認などの初期
対応訓練を行っています。今後、国内各社と同レベルのBCP策定を目指しています。

ポーラ・オルビスグループでは、業務の適切性および健全性の確保のため、反社会的勢力との関係を遮断し排除すべく、以下
のような取組みを行っています。グループの行動綱領の中で「反社会的勢力との対決」を宣言しております。
また、契約書に反社会的勢力の排除条項を加えるよう、各グループ会社に周知徹底を図りました。

1. 行動綱領を遵守する旨の誓約書をグループ全ての従業員が提出

2. 警察その他の外部専門機関との連携

3. 契約書などへの反社会的勢力排除条項の導入

4. 反社会的勢力との取引を防止するための事前審査

5. 反社会的勢力に係る情報集約

6. グループ行動綱領に「反社会的勢力との断固とした対応について」を記載し、グループ全ての
従業員に配布し、啓蒙・浸透



第15回 ステークホルダー・ダイアログの開催報
告
（開催⽇時：2018年7⽉20⽇）

討議テーマ：お客さま、従業員との思想や理
念の共有が21世紀の企業競争⼒に
（ポーラ・オルビスホールディングス）

ステーク・ホルダーダイアログ

ポーラ・オルビスグループでは、私たちの企業活動が社会の期待や要請と⼀致しているか、社会が求めるより良
い製品・サービスの提供とは何かを検証するため、社外のステークホルダーの皆さまと対話を⾏いました。その
概要について報告します。

※ステークホルダー・ダイアログ：企業を取り巻く様々な利害を有する関係者（ステークホルダー）が対話し、⾒解の⼀
致点・相違点や背景などを  確認・理解し合い可能な限り合意点を⾒出そうとする試み。企業の側はその合意点をもとに
して企業経営に反映させ、企業と社会の相互発展を  ⽬指す取り組み。

第14回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2017年11⽉14⽇）
討議テーマ：ステークホルダーからのご意⾒・ご指摘（POLA）

第13回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2017年10⽉24⽇）
討議テーマ：ステークホルダーからのご意⾒・ご指摘（ORBIS）

第12回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2016年9⽉14⽇）
討議テーマ：さらなる⾶躍へ  〜オルビスのブランドコミュニケーション戦略〜（ORBIS）

第11回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2016年7⽉5⽇）
討議テーマ：「ずっと選び続けたいブランド」と思っていただくために（POLA）

第10回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2015年9⽉3⽇）
討議テーマ：ブランド再構築から“進化”へ  －新たな価値創出をめざして－（ORBIS）

第9回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2015年8⽉27⽇）
討議テーマ：ポーラの企業価値を⾼めるために（POLA）

第8回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2014年8⽉26⽇）
討議テーマ：持続的成⻑に向けて、新たなオルビスブランドを確⽴するために（ORBIS）

第7回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2014年8⽉22⽇）
討議テーマ：環境変化に対応し、新たな価値創造を続けるために（POLA）

第6回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2013年12⽉6⽇）
討議テーマ：価値ある存在として、選ばれる企業を⽬指して（ORBIS）

第5回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2013年12⽉2⽇）
討議テーマ：⼥性応援活動を通じ、企業価値向上を⽬指して（POLA）

第4回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2012年11⽉14⽇）
討議テーマ：オルビスならではの社会的価値提供を⽬指して（ORBIS）

第3回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2012年10⽉10⽇）
討議テーマ：⼥性を応援する企業であり続けるために（POLA）
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第2回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2011年11⽉9⽇）
討議テーマ：⼥性を応援する企業でありつづけるために（POLA）（966KB）

第1回  ステークホルダー・ダイアログの開催報告（開催⽇時：2011年9⽉2⽇）
討議テーマ：お客さま満⾜の向上を⽬指して（ORBIS）（929KB）
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https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/pdf/csr2012_8-10.pdf
https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/pdf/csr2012_5-7.pdf
https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/pdf/csr2012_5-7.pdf


ポーラ⽂化研究所

化粧にまつわる幅広い研究活動を⾏っています。

ポーラ ミュージアム アネックス

⽂化⽀援活動の情報発信地として、多彩な企画を展
開しています。

（公財）ポーラ美術振興財団

助成事業と美術館事業の2つの⽂化事業を実施してい
ます。

ポーラ美術館

約9,500点の美術作品を収蔵しています。

（公財）ポーラ伝統⽂化振興財団

⽇本の伝統⽂化を未来につなぐための活動に取組ん
でいます。

ポーラ・オルビスグループは、「外⾯がいかに美麗であっても内⾯美がなければその価値はない」との考えか
ら、「美」を提供する企業グループとして、内⾯の美しさの⽀えとなる⽂化・芸術を⽀援し、⽇本国内、世界に
発信しています。⽀援の対象は⽇本の伝統⽂化から、世界の遺産として残すべき作品、今後の⽇本を担う若⼿芸
術家の助成までと幅広く、豊かで平和な社会、⽂化の向上に寄与しています。

⽂化活動

⽂化⽀援活動
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文化芸術活動および支援

https://www.po-holdings.co.jp/csr/culture/laboratory/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/culture/annex/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/culture/art/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/culture/museum/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/culture/traditional/index.html


お⻭⿊道具／江⼾時代後期  ⽇
本

キューピッド花⽂様パッチボッ
クス（つけぼくろ⼊れ）／18世
紀  イングランド

ポーラ⽂化研究所は、化粧を美しさの⽂化として捉え、学術的に探求することを
⽬的として、1976年に設⽴されました。以来、⽇本と⻄洋を中⼼に、古代から
現代までの化粧⽂化に関わる資料の収集と調査研究を⾏っています。研究のため
に収集してきた資料価値の⾼い化粧道具や装⾝具は、約6,500点、⽂献資料は、
16,000冊を数えます。また、これまでに収集した⽂化資産や研究で得た知⾒
は、展⽰、レクチャー、出版物、調査レポートなどで広く公開しています。

2018年は、すみだ北斎美術館（東京都  墨⽥区）で開催された「Hokusai
Beauty華やぐ江⼾の⼥たち」、パリ装飾美術館（フランス  パリ）で開催され
た「ジャポニスムの150年」などに展⽰協⼒。また、地域への社会貢献として、
品川区⺠芸術祭協賛トークイベント「江⼾美⼈のよそおい」を開催しました。
さらに、現代⼥性の化粧意識・⾏動、美意識にスポットをあてた調査を実施。
「変化する10代後半の化粧⾏動」「⽇本と中国における20〜30代⼥性の美⽩意
識」「美⽩ケアへの意識と⾏動」の3本のレポートをリリース。また、ホームペ
ージリニューアルの実施、化粧道具などの所蔵資料を検索・閲覧できるデータベ
ースの公開など、Webを通じたコミュニケーションの充実を図っています。

ポーラ⽂化研究所、ポーラ化粧⽂化情報センター
〒141-0031
東京都品川区⻄五反⽥2-2-10 ポーラ第2五反⽥ビル1F
電話番号：03-3494-7250

＠POLA_bunken

@pola_cosmeticculture

ポーラ化粧⽂化情報センター
ポーラ⽂化研究所では、化粧⽂化の専⾨図書館として、ポーラ化粧⽂化情
報センターを運営しています。化粧⽂化に関するレファレンスサービスや
化粧道具などのミニ展⽰を⾏っています。お気軽にご利⽤ください。
開館⽇：毎週⽔曜⽇（祝祭⽇・年末年始は休館）
時間：10:30〜17:00まで
※どなたでも無料でご覧いただけます。

ポーラ⽂化研究所

化粧からひろがる美しさの⽂化
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https://twitter.com/pola_bunken
https://www.instagram.com/pola_cosmeticculture/
https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/


ポーラ  ミュージアム  アネックス

2009年10⽉の企画展

ポーラミュージアムアネックス

ポーラ・オルビスグループは、「美」と同等の精神的価値と考えている⽂化芸術活動に対しても注⼒してまいりま
した。  
そして2009年秋、ポーラ・オルビスグループは、ポーラ創業80周年を記念して建設したポーラ銀座ビルに新たなア
ート・⽂化の情報発信基地『ポーラ  ミュージアム  アネックス』をオープンいたしました。歴史的に価値のある原画
を展⽰できる設備を整えたギャラリーとして⽣まれ変わりました。  
ポーラ  ミュージアム  アネックスでは、ポーラ・コレクションから現代美術の展⽰まで、多彩な企画の展開により、
未来へつながるアートを提案してまいります。  
美しい作品に出会える感動の場、お客さまを⼀層⽣きいきと輝かせる、そんな空間づくりを⽬指します。

ポーラ  ミュージアム  アネックス施設概要をご紹介します。

施設名 ポーラ ミュージアム アネックス

住所 〒104-0061
中央区銀座1-7-7 ポーラ銀座ビル 3階

電話番号 03-5777-8600(ハローダイヤル)

FAX番号 03-3563-5543

開館時間 11：00‐20：00(最終⼊場は19:30まで)

⼊場料 無料

アクセス

東京メトロ有楽町線  銀座⼀丁⽬駅  7番出⼝すぐ
東京メトロ丸の内線・銀座線・⽇⽐⾕線  銀座駅  
A9番出⼝  徒歩6分
JR線  有楽町駅京橋⼝改札  徒歩5分
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https://www.po-holdings.co.jp/m-annex/
https://twitter.com/POLA_ANNEX
https://www.instagram.com/pola_annex/


平成30年度採択者への⽬録贈呈⾵
景

（公財）ポーラ美術振興財団

ポーラ・オルビスグループが⽀援するポーラ美術振興財団は、若⼿芸術家の在外
研修、美術館職員の調査研究、美術に関する国際交流への助成を⾏っています。
2018年は、39件の助成を⾏いました。
また、在外研修に対する助成において、採択されたアーティストの作品を展⽰す
るグループ展をポーラ  ミュージアム  アネックスで⾏うことで、より活発な創作
活動をしています。

公益財団法⼈ポーラ美術振興財団
〒141-8523 東京都品川区⻄五反⽥2-2-3
電話番号：03-3494-8237
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http://www.pola-art-foundation.jp/


©Mamoru Ishiguro

ポーラ美術館

公益財団法⼈ポーラ美術振興財団は、2002年9⽉神奈川県箱根仙⽯原にポーラ美
術館を開館し、2015年9⽉で来館者数300万⼈を達成しました。  総数約10,000点
におよぶポーラ美術館のコレクションは、ポーラ・オルビスグループのオーナー
でありました鈴⽊常司（1930-2000年）が40年余をかけて収集した美術作品で
す。  コレクションの中核は、19世紀フランス印象派やエコール・ド・パリなど
の⻄洋絵画であり、また⽇本の洋画、⽇本画、東洋陶磁、⽇本の近現代陶磁、ガ
ラス⼯芸、化粧道具なども多数収蔵し、  ⼤変幅広いコレクションとなっておりま
す。

ポーラ美術館は、「箱根の⾃然と美術の共⽣」をコンセプトに掲げています。周
囲の環境との調和をはかり、建物のほとんどを地下に置いて、森の⾵景の中に溶
け込むように佇む美術館です。  また展⽰室照明は美術作品が最⼤限美しく鑑賞で
きるよう、最新の光ファイバー照明を採⽤しています。優れた作品と、美しい緑
の⾃然、そして光に満ち溢れた建築空間が織りなす美の世界をお楽しみくださ
い。

公益財団法⼈ポーラ美術振興財団  ポーラ美術館
〒250-0631 神奈川県⾜柄下郡箱根町仙⽯原⼩塚⼭1285
電話番号：0460-84-2111
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https://www.polamuseum.or.jp/


（公財）ポーラ伝統⽂化振興財団

ポーラ伝統⽂化振興財団は、「本当の美しさは、内⾯の美や⼼の豊かさを
伴ってこそ初めて実現する」という創業者の想いの下、豊かな社会と⽂化
の向上に寄与すべく、ポーラ創業の50周年（1979年）を機に設⽴されまし
た。2011年には公益財団法⼈に移⾏し、⽇本の優れた伝統⼯芸技術、伝統
芸能、⺠俗芸能などの無形の伝統⽂化を対象に、その保存・伝承・振興を
⾏っております。

顕彰事業

⽇本の⾵⼟に培われてきた貴重な伝統⽂化は、時代から時代へ、⼈から⼈へ、と脈々と受け継がれてきました。  こ
のような無形の伝統を⽀えてきた⽅々を、伝統⼯芸技術、伝統芸能、⺠俗芸能・⾏事などの各分野で⾒出し、「伝
統⽂化ポーラ賞」として顕彰しています。

助成事業

伝統⼯芸技術・伝統芸能・⺠俗芸能・⾏事など、⽇本の無形の伝統⽂化の保存・伝承活動において、有効な成果が期
待できる事業に対し補助的な援助をおこなっています。

保存記録作成事業

⼈間国宝の卓越したわざ、各地域に伝承されてきた⺠俗芸能・⾏事は、時代を超えて私たちに語りかけてきます。
このような優れた無形の伝統⽂化を、「伝統⼯芸の名匠」「伝統芸能の粋」「⺠俗芸能の⼼」シリーズとして記録
映画を制作し、各界から⾼い評価をいただいています。

その他事業（普及・作品の収集保存）

わが国の優れた伝統⽂化は、世界に誇れる私たち共有の財産です。当財団では、より多くの⽅々に⽇本の伝統⽂化に
ついて考えていただくため、  ①記録映画上映会、②記録映画の無料貸出、③機関誌「伝統と⽂化」の発⾏、④次世
代向けのワークショップ、⑤留学⽣向けの体験講座、⑥その他⼤学との共催イベントなどの様々な伝統⽂化を振興す
るための活動を展開しています。

公益財団法⼈ポーラ伝統⽂化振興財団
〒141-0031 東京都品川区⻄五反⽥2-2-10 ポーラ第2五反⽥ビル3階
電話番号：03-3494-7653
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コーポレートレポート2018

最新のコーポレートレポートをご覧いただけます。

CSR情報 PDF版

最新のCSRの取り組みをPDF版でご覧いただけま
す。

ESG関連データベース

ESG関連のデータベースをご覧いただけます。

各種データをご覧いただけます。
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I SO2 6 0 0 0およびGR Iガイドライン対照表

ポーラ・オルビスグループのISO26000およびGR Iガイド
ライン対照表をご覧いただけます。

https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/guideline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/archive/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/esg/index.html
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https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/03/linkList/0/link/COR2018%20Web.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/07/linkList/0/link/COR2017%20Web.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/05/linkList/0/link/COR2016%20Web.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/01/linkList/0/link/Corporate%20Report2015.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/1/linkList/1/link/corporate_report2014.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/2/linkList/3/link/Annual%20Report%202013_J.pdf
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https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/3/linkList/4/link/annualreport2012.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/3/linkList/5/link/CSR_Report_03_Highlight.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/3/linkList/6/link/CSR_Report2013_Full.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/4/linkList/7/link/Annual_Report_2011.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/4/linkList/8/link/CSR_Report_02_Highlight.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/4/linkList/9/link/CSR_Report_02_Full.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/5/linkList/10/link/AnnualReport2010-J.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/AnnualReport/main/0/teaserItems1/5/linkList/11/link/CSR_Report_01.pdf


GRIガイドライン対照表 ISO26000対照表

本報告は、GRIスタンダードを参照しています。

102-1 組織の名称 会社概要

102-2

a. 組織の事業活動に関する説明

b. 主要なブランド、製品、およびサービス。特
定の市場で販売が禁⽌されている製品または
サービスがあれば、その説明を含める

グループの全体像

102-3 組織の本社の所在地 会社概要

102-4
組織が事業を展開している国の数、および重要な
事業所を所有している国の名称  。報告書に記載
している項⽬との関連は問わない

海外展開

102-5 組織の所有形態や法⼈格の形態 会社概要

102-6

a. 参⼊市場  。次の事項を含む

ⅰ .  製品およびサービスを提供している地理的
な場所

ⅱ .  参⼊業種

ⅲ .  顧客および受益者の種類

会社概要

102-7

a. 組織の規模  。次の事項を含む

ⅰ .  総従業員数
ⅱ .  総事業所数

ⅲ .  純売上⾼（⺠間組織について）、純収⼊
（公的組織について）

ⅳ .  株主資本および負債の内訳を⽰した総資本
（⺠間組織について）

ⅴ .  提供する製品、サービスの量

会社概要

財務・業績

グループの事業構成

102-8

a. 雇⽤契約（正社員と臨時雇⽤者）別の、男⼥
別総従業員数

b. 雇⽤契約（正社員と臨時雇⽤者）別の、地域
別総従業員数

c. 雇⽤の種類（常勤と⾮常勤）別の、男⼥別総
従業員数

d. 組織の活動の相当部分を担う者が、従業員以
外の労働者であるか否か。該当する場合、従
業員以外の労働者が担う作業の性質および規
模についての記述

e. 開⽰事項  102-8-a、102-8-b、102-8-c で報告
する従業員数に著しい変動（観光業や農業に
おける季節変動）

f . データの編集⽅法についての説明（何らかの前
提があればそれも含める）

会社概要

ESG関連データベース

102-9 公正な事業慣⾏（CSR調達）

77

組織のサプライチェーンの説明。組織の活動、
主要なブランド、製品、およびサービスに関す
るサプライチェーンの主要要素を含める

I SO 2 6 0 0 0およびGRIガイドライン対照表

ポーラ・オルビスグループのISO26000およびGRIガイドライン対照表をご覧いただけます。

https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/guideline/iso.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/company/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/group/perspective/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/company/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/group/perspective/overseas.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/company/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/company/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/company/index.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Finance.html
https://www.po-holdings.co.jp/group/perspective/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/company/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/esg/index.html#Social_link
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/procurement/index.html


102-10 a. 組織の規模、構造、所有形態、またはサプラ
イチェーンに関して⽣じた重⼤な変化  。次の
事項を含む

ⅰ .  所在地または事業所に関する変化（施設の
開設や閉鎖、拡張を含む）

ⅱ .  株式資本構造の変化、その他資本の形成、
維持、変更⼿続きの実施による変化（⺠間
組織の場合）

ⅲ .  サプライヤーの所在地、サプライチェーン
の構造、またはサプライヤーとの関係の変
化（選定や解消を含む）

有価証券報告書

102-11 ESG関連データベース

102-12 国連グローバル・コンパクト ,SDGs

102-13 ESG関連データベース

戦略

指標

102-14 メッセージ

102-15

倫理と誠実性

指標

102-16

グループの理念

ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

ポーラ・オルビスグループのCSR

サステナビリティ・ステートメント

102-17

a. 組織内外に設けられている次の制度について
の説明

ⅰ .  倫理的⾏為および合法⾏為、ならびに組織
の誠実性に関する助⾔を求める制度

ⅱ .  ⾮倫理的⾏為または違法⾏為、ならびに組
織の誠実性に関する懸念を通報する制度

内部通報制度（ヘルプライン）

お取引先ホットライン

委託販売契約者様専⽤通報窓⼝

ガバナンス

指標

102-18

a. 組織のガバナンス構造  。最⾼ガバナンス機関
の委員会を含む

b. 経済、環境、社会項⽬に関する意思決定に責
任を負っている委員会

コーポレート・ガバナンス

102-19 推進体制

102-20 a. 組織が、役員レベルの地位にある者を経済、
環境、社会項⽬の責任者として任命している
か

b. その地位にある者が、最⾼ガバナンス機関の
直属となっているか

推進体制
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組織が予防原則や予防的アプローチに取り組ん
でいるか。またその取り組み方

外部で作成された経済、環境、社会の憲章、原
則その他のイニシアティブで、組織が署名また
は支持しているもののリスト

業界団体、その他の協会、および国内外の提言
機関で組織が持っている主な会員資格のリスト

組織とサステナビリティの関連性、およびサス
テナビリティに取り組むための戦略に関する、
組織の最高意思決定者（CEO、会長またはそれ
に相当する上級幹部）の声明

重要なインパクト、リスク、機会の説明 事業などのリスク

組織の価値観、理念、行動基準・規範について
の説明

最高ガバナンス機関から役員や他の従業員へ、
経済、環境、社会項目に関して権限委譲を行う
プロセス

https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/Financial.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/esg/index.html#environment_link
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/global/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/esg/index.html#Social_link
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/index.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/RiskFactors.html
https://www.po-holdings.co.jp/group/policy/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/pdf/statement.pdf
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/helpline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/hotline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/consignment/index.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/propulsion/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/propulsion/index.html


102-21

a. ステークホルダーと最⾼ガバナンス機関の間
で、経済、環境、社会項⽬に関して協議を⾏
うプロセス

b. 協議が権限移譲されている場合は、誰に委任
されているか、最⾼ガバナンス機関への結果
のフィードバックをどのように⾏っているか

ステークホルダー・ダイアログ

102-22 コーポレート・ガバナンス

102-23

a. 最⾼ガバナンス機関の議⻑が組織の執⾏役員
を兼ねているか否か

b. 議⻑が執⾏役員を兼ねている場合、組織の経
営におけるその者の役割と、そのような⼈事
の理由

コーポレート・ガバナンス

102-24 コーポレート・ガバナンス

102-25

コーポレート・ガバナンス

有価証券報告書

102-26 サステナビリティ・ステートメント

102-27

102-28 コーポレート・ガバナンス報告書
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a. 最高ガバナンス機関およびその委員会の構成 。
次の事項による
ⅰ. 執行権の有無
ⅱ. 独立性
ⅲ. ガバナンス機関における任期
ⅳ. 構成員の他の重要な役職およびコミットメン

トの数、ならびにコミットメントの性質
ⅴ. ジェンダー
ⅵ. 発言権が低い社会的グループのメンバー ⅶ. 
経済、環境、社会項目に関係する能力
ⅷ. ステークホルダーの代表

a. 最高ガバナンス機関およびその委員会メンバー
の指名と選出のプロセス

b. 最高ガバナンス機関のメンバーの指名と選出で
用いられる基準 。次の事項を含む
ⅰ. ステークホルダー（株主を含む）が関与して

いるか、どのように関与しているか
ⅱ. 多様性が考慮されているか、どのように考慮

されているか
ⅲ. 独立性が考慮されているか、どのように考慮

されているか
ⅳ. 経済、環境、社会項目に関する専門知識や

経験が考慮されているか、どのように考慮さ
れているか

a. 利益相反の回避、対処のために最高ガバナンス
機関が行っているプロセス

b. 利益相反に関する情報をステークホルダーに開
示しているか。最低限、次の事項を含む

ⅰ. 役員会メンバーへの相互就任
ⅱ. サプライヤーおよびその他のステークホル

ダーとの株式の持ち合い
ⅲ. 支配株主の存在
ⅳ. 関連当事者の情報

経済、環境、社会項目に関わる組織の目的、価値
観、ミッション・ステートメント、戦略、方針、目
標の策定、承認、更新に際して、最高ガバナンス機
関と役員が果たす役割

経済、環境、社会項目に関する最高ガバナンス機関
の集合的知見を発展、強化するために実施した施策

a. 最高ガバナンス機関の経済、環境、社会項目の
ガバナンスに関するパフォーマンスを評価する
ためのプロセス

https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/index.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Library/Financial.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance/main/02/teaserItems1/00/linkList/0/link/CORPORATE%20GOVERNANCE.pdf


102-29

a. 経済、環境、社会項⽬、およびそのインパク
ト、リスク、機会の特定とマネジメントにお
ける最⾼ガバナンス機関の役割  。デュー・デ
リジェンス・プロセスの実施における最⾼ガ
バナンス機関の役割を含む

b. 最⾼ガバナンス機関による経済、環境、社会
項⽬、およびそのインパクト、リスク、機会
の特定とマネジメントをサポートするため
に、ステークホルダーとの協議が活⽤されて
いるか否か

コーポレート・ガバナンス報告書

サステナビリティ・ステートメント

102-30 コーポレート・ガバナンス報告書

102-31 サステナビリティ⽅針

102-32 サステナビリティ・ステートメント

102-33

内部通報制度（ヘルプライン）

お取引先ホットライン

委託販売契約者様専⽤通報窓⼝

102-34

a. 最⾼ガバナンス機関に伝達された重⼤な懸念
事項の性質と総数

b. 重⼤な懸念事項への対処、解決のために使わ
れたメカニズム

内部通報制度（ヘルプライン）

お取引先ホットライン

委託販売契約者様専⽤通報窓⼝

102-35

コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス報告書

102-36

a. 報酬の決定プロセス

b. 報酬コンサルタントが報酬の決定に関与して
いるか否か、また報酬コンサルタントが経営
陣から独⽴しているか否か

c. 報酬コンサルタントと組織との間に存在する
その他の関係

コーポレート・ガバナンス
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b. 当該評価の独立性が確保されているか否か、お
よび評価の頻度

c. 当該評価が自己評価であるか否か
d. 最高ガバナンス機関の経済、環境、社会項目の

ガバナンスに関するパフォーマンス評価に対応
して行った措置。
最低限、メンバーの変更や組織の実務慣行の変
化を含む

経済、環境、社会項目に関するリスクマネジメン
ト・プロセスの有効性のレビューにおける最高ガバ
ナンス機関の役割

経済、環境、社会項目、およびそのインパクト、リ
スク、機会に関して最高ガバナンス機関が行うレ
ビュ ーの頻度

組織のサステナビリティ報告書の正式なレビューや
承認を行い、すべてのマテリアルな項目が取り上げ
られていることを確認する機能を果たしている最高
位の委員会または役職

最高ガバナンス機関に対して重大な懸念事項を伝達
するために設けられているプロセス

a. 最高ガバナンス機関および役員に対する報酬方
針 。次の種類の報酬を含む

ⅰ. 固定報酬と変動報酬（パフォーマンス連動
報酬、株式連動報酬、賞与、後配株式また
は権利確定株式を含む）

ⅱ. 契約金、採用時インセンティブの支払い 
ⅲ. 契約終了手当
ⅳ. クローバック
ⅴ. 退職給付（最高ガバナンス機関、役員、その

他の全従業員について、それぞれの給付制度
と拠出金率の違いから生じる差額を含む）

b. 報酬方針におけるパフォーマンス基準と、最高ガ
バナンス機関および役員の経済、環境、社会項
目における目標がどのように関係しているか

https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance/main/02/teaserItems1/00/linkList/0/link/CORPORATE%20GOVERNANCE.pdf
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance/main/02/teaserItems1/00/linkList/0/link/CORPORATE%20GOVERNANCE.pdf
http://job.her.jp/csr/sustainability/statement/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/helpline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/hotline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/consignment/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/governance/helpline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/hotline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/social/consignment/index.html
http://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance/main/02/teaserItems1/00/linkList/0/link/CORPORATE%20GOVERNANCE.pdf
https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html


102-37 a. 報酬に関するステークホルダーの意⾒をどの
ように求め、また考慮しているか

b. 考慮している場合、報酬⽅針や提案への投票
結果

コーポレート・ガバナンス

102-38

102-39

ステークホルダー・エンゲージメント

指標

102-40 ステークホルダーエンゲージメント

102-41

102-42 ステークホルダーエンゲージメント

102-43

ステークホルダーエンゲージメント

ステークホルダー・ダイアログ

102-44

a. ステークホルダー・エンゲージメントにより
提起された重要な項⽬および懸念  。次の事項
を含む

ⅰ .  組織が重要な項⽬および懸念にどう対応し
たか（報告を⾏って対応したものを含む）

ⅱ .  重要な項⽬および懸念を提起したステーク
ホルダー・グループ

ステークホルダーエンゲージメント

ステークホルダー・ダイアログ

報告実務

指標

102-45

a. 組織の連結財務諸表または同等⽂書の対象に
なっているすべての事業体のリスト

b. 組織の連結財務諸表または同等⽂書の対象に
なっている事業体のいずれかが報告書の記載
から外れているか否か

グループ企業⼀覧

102-46

a. 報告書の内容および項⽬の該当範囲を確定す
るためのプロセスの説明

b. 組織が報告書の内容を確定する際、報告原則
をどのように適⽤したかについての説明

102-47 サステナビリティ・ステートメント

102-48 なし

102-49 なし

102-50

102-51 前回発⾏した報告書の⽇付（該当する場合）
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組織の重要事業所があるそれぞれの国の最高給与所
得者における年間報酬総額の、同じ国の全従業員に
おける年間報酬額の中央値（最高給与所得者を除
く）に対する比率

組織の重要事業所があるそれぞれの国の最高給与所
得者における年間報酬総額の増加率の、同じ国の全
従業員における年間報酬総額の中央値（最高給与所
得者を除く）の増加率に対する比率

組織がエンゲージメントしたステークホルダー・
グループのリスト

団体交渉協定の対象となる全従業員の割合

組織がエンゲージメントを行うステークホルダーを
特定および選定する基準

組織のステークホルダー・エンゲージメントへのア
プローチ方法 。種類別、ステークホルダー・グルー
プ別のエンゲージメントの頻度を含む。また、特に
報告書作成プロセスの一環として行ったエンゲージ
メントか否かを示す

報告書の内容を確定するプロセスで特定したマテリ
アルな項目のリスト

過去の報告書で提供した情報を修正再記述する場
合、再記述の影響および理由

マテリアルな項目および項目の該当範囲について、
過去の報告期間からの重大な変更

提供情報の報告期間

https://ir.po-holdings.co.jp/ja/Management/CorporateGovernance.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/stakeholdercommu/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/stakeholdercommu/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/stakeholdercommu/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/responsibility/stakeholdercommu/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/stakeholder/dialog/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/aboutus/list/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html


102-52 報告サイクル

102-53 報告書またはその内容に関する質問の窓⼝ アンケート

102-54

a. 組織がGRIスタンダードに準拠し、次のいず
れかの選択肢を選んで報告書を作成したこと
を表す主張

ⅰ .  「この報告書は、GRIスタンダードの中核
（Core）オプションに準拠して作成されて
いる。」

ⅱ .  「この報告書は、GRIスタンダードの包括
（Comprehensive）オプションに準拠し
て作成されている。」

ISO26000及びGRIガイドライン対照表

102-55

a. GRI の内容索引（使⽤した各スタンダードを
明記し、報告書に記載したすべての開⽰事項
を⼀覧表⽰する）

b. 内容索引には、各開⽰事項について次の情報
を含める

ⅰ .  開⽰事項の番号（GRIスタンダードに従っ
て開⽰した項⽬について）

ⅱ .  報告書またはその他の公開資料の中で、該
当の情報が記載されているページ番号また
はURL

ⅲ .  要求される開⽰事項の省略が認められてい
て、開⽰できない場合の省略の理由（該当
する場合）

ISO26000及びGRIガイドライン対照表

102-56

a. 報告書の外部保証に関する組織の⽅針および
現在の実務慣⾏の説明

b. 報告書が外部保証を受けている場合

ⅰ .  外部保証報告書、表明、意⾒に⾔及する。
外部保証によって保証されている事項、保
証されていない事項、その根拠（サステナ
ビリティ報告書に添付する保証報告書に記
載がない場合）。これには保証基準、保証
レベル、保証プロセスに存在する制約事項
も含める

ⅱ .  組織と保証提供者の関係

ⅲ .  最⾼ガバナンス機関または役員が、組織の
サステナビリティ報告書の保証に関わって
いるか否か、どのように関わっているか

マネジメント⼿法

指標

103-1 サステナビリティ・ステートメント

103-2 サステナビリティ・ステートメント

82

a. 組織がその項目をどのようにマネジメントしてい
るかについての説明

b. マネジメント手法の目的に関する表明
c. マネジメント手法に次の要素が含まれている場

合、各要素についての説明
i. 方針
ii. コミットメント

a. その項目がマテリアルである理由の説明
b. マテリアルな項目の該当範囲 。次の記述を含む

i. どこでインパクトが生じるのか
ii. 組織のインパクトへの関与 。例えば、組織の

インパクトへの関与は直接的か間接的か、ま
たは組織のビジネス関係を通じてインパクト
に関連したかどうか

c. 該当範囲に関する具体的な制約事項

https://ssl.fbmanager.jp/fb/poholdings/1/
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/guideline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/data/guideline/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html
https://www.po-holdings.co.jp/csr/sustainability/statement/index.html


i i i . ⽬標およびターゲット
iv. 責任
v. 経営資源
vi. 苦情処理メカニズム
vii .  具体的な措置（プロセス、プロジェク
ト、プログラム、イニシアティブなど）

103-3 サステナビリティ・ステートメント

経済

経済パフォーマンス

指標

201-1 創出、分配した直接的経済価値
財務・業績

社会貢献

201-2 気候変動による財務上の影響、その他のリスクと
機会

環境⽅針

CDPに回答

201-3 確定給付型年⾦制度の負担、その他の退職⾦制度

201-4 政府から受けた資⾦援助

地域経済での存在感

指標

202-1 地域最低賃⾦に対する標準新⼈給与の⽐率（男⼥
別）

ESG関連データベース

202-2 地域コミュニティから採⽤した上級管理職の割合

間接的な経済的インパクト

指標

203-1 インフラ投資および⽀援サービス 社会貢献

203-2 著しい間接的な経済的インパクト ESG関連データベース

調達慣⾏

指標

204-1 重要事業拠点における地元サプライヤーへの⽀出
の⽐率

腐敗防⽌

指標

205-1 腐敗に関するリスク評価を⾏っている事業の総数
と⽐率、特定した著しいリスク

ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

公正な事業慣⾏（CSR調達）

205-2 腐敗防⽌の⽅針や⼿順に関するコミュニケーショ
ンと研修

ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

公正な事業慣⾏（CSR調達）

205-3 確定した腐敗事例と実施した措置
ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

公正な事業慣⾏（CSR調達）

反競争的⾏為

指標

206-1 反競争的⾏為、反トラスト、独占的慣⾏により法
的措置を受けた事例の総件数およびその結果

ESG関連データベース

環境
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a. 組織によるマネジメント手法の評価方法 。次の
事項を含む
i. マネジメント手法の有効性を評価する仕組み
ii. マネジメント手法の評価結果
iii. マネジメント手法に関して行った調整
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原材料

指標

301-1 使⽤原材料の重量または体積 ESG関連データベース

301-2 使⽤したリサイクル材料

301-3 再⽣利⽤された製品と梱包材の割合 ESG関連データベース

エネルギー

指標

302-1 組織内のエネルギー消費量 ESG関連データベース

302-2 組織外のエネルギー消費量 ESG関連データベース

302-3 エネルギー原単位

302-4 エネルギー消費の削減量 ESG関連データベース

302-5 製品およびサービスが必要とするエネルギーの削
減量

ESG関連データベース

⽔

指標

303-1 ⽔源別の取⽔量 ESG関連データベース

303-2 取⽔によって著しい影響を受ける⽔源

303-3 リサイクルおよびリユースした⽔の総量と割合

⽣物多様性

指標

304-1
保護地域および保護地域ではないが⽣物多様性価
値の⾼い地域、もしくはそれらの隣接地域に所
有、賃借、管理している事業サイト

⽣物多様性への対応

304-2 活動、製品、サービスが⽣物多様性に与える著し
いインパクトの性質

⽣物多様性への対応

304-3 保護もしくは復元された⽣息地の規模と所在地 ⽣物多様性への対応

304-4

IUCNレッドリストならびに国内保全種リスト対
象の⽣物種で、組織の事業の影響を受ける地域に
⽣息する
種の総数

⼤気への排出

指標

305-1 直接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコー
プ1） ESG関連データベース

305-2 間接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコー
プ2） ESG関連データベース

305-3 その他の間接的な温室効果ガス（GHG）排出量
（スコープ3） ESG関連データベース

305-4 温室効果ガス（GHG）排出原単位 ESG関連データベース

305-5 温室効果ガス（GHG）排出量の削減量 ESG関連データベース

305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の排出量

305-7 窒素酸化物（NOx）、硫⻩酸化物（SOx）、およ
びその他の重⼤な⼤気排出物

ESG関連データベース

排⽔および廃棄物

指標

306-1 排⽔の⽔質および排出先 ESG関連データベース
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306-2 種類別および処分⽅法別の廃棄物の総重量 廃棄物削減の取組み

ESG関連データベース

306-3 重⼤な漏出の総件数と総漏出量 ESG関連データベース

306-4 有害廃棄物の輸送、輸⼊、輸出、処理重量、およ
び国際輸送した廃棄物の割合

 

306-5 排⽔や表⾯流⽔による著しい影響を受ける⽔域お
よび関連⽣息地

 

環境コンプライアンス

指標

307-1 環境法規制の違反に関する⾼額罰⾦の額、罰⾦以
外の制裁措置の件数

ESG関連データベース

サプライヤーの環境⾯のアセスメント

指標

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤーの割合  

308-2
サプライチェーンにおけるマイナスの環境インパ
クトと
実施した措置

環境⽅針

社会

雇⽤

指標

401-1 従業員の新規雇⽤者と離職者の総数と割合（年
齢、性別、地域による内訳）

ESG関連データベース

401-2 正社員には標準⽀給されるが、⾮正規社員には⽀
給されない⼿当（重要事業拠点別）

 

401-3 育児休暇後の従業員の復職率および定着率（男⼥
別）

ESG関連データベース

労使関係

指標

402-1 事業上の変更に関する最低通知期間（労働協約で
定めているか否かも含む）

 

労働安全衛⽣

指標

403-1
正式な労使合同安全衛⽣委員会に代表を送る労働
者（業務または職場が組織の管理下にある）の労
働者全体に対する割合

 

403-2
傷害の種類、業務上傷害・業務上疾病・休業⽇
数・⽋勤
および業務上の死亡者数（地域別、男⼥別）

ESG関連データベース

403-3
業務または職場が組織の管理下にある労働者が、
特定の疾病の発症率あるいはリスクが⾼い業務に
従事しているか否か

 

403-4 労働組合との正式協定に含まれている安全衛⽣条
項

 

研修と教育

指標

404-1 従業員⼀⼈あたりの年間平均研修時間（男⼥別、
従業員区分別）

 

404-2 従業員スキル向上プログラムおよび移⾏⽀援プロ
グラム

⼈財育成

404-3 業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを  
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受けている従業員の割合（男⼥別、従業員区分別
に）

ダイバーシティと機会均等

指標

405-1

組織のガバナンス機関に属する個⼈で、ダイバー
シティ区分に該当する者の割合およびダイバーシ
ティ区分の従業員区分別の従業員の割合（性別、
年齢、その他のダイバーシティ指標）

ESG関連データベース

405-2 基本給と報酬総額の男⼥⽐（従業員区分別、重要
事業拠点別）

⾮差別

指標

406-1 差別事例と実施した救済措置 ESG関連データベース

結社の⾃由と団体交渉

指標

407-1
結社の⾃由や団体交渉の権利がリスクにさらされ
る可能性のある事業所およびサプライヤー、権利
⾏使を⽀援するために実施した対策

公正な事業慣⾏（CSR調達）

児童労働

指標

408-1
児童労働事例に関して著しいリスクがある事業所
およびサプライヤー、児童労働の効果的な根絶の
ために実施した対策

公正な事業慣⾏（CSR調達）

強制労働

指標

409-1
強制労働事例に関して著しいリスクがある事業所
およびサプライヤー、あらゆる形態の強制労働を
撲滅するために実施した対策

公正な事業慣⾏（CSR調達）

保安慣⾏

指標

410-1 ⼈権⽅針や⼿順について研修を受けた保安要員の
割合

先住⺠族の権利

指標

411-1 先住⺠族の権利を侵害した事例の総件数と実施し
た措置

⼈権アセスメント

指標

412-1 ⼈権レビューやインパクト評価の対象とした事業
所の総数とその割合

⼈権⽅針

412-2
⼈権⽅針や事業所に関わる⼈権側⾯に関する⼿順
について、報告期間中に従業員研修を実施した総
時間数、研修を受けた従業員の割合

ESG関連データベース

412-3 ⼈権条項を含むもしくは⼈権スクリーニングを受
けた重要な投資協定および契約の総数と割合

地域コミュニティ

指標

413-1
地域コミュニティとのエンゲージメント、インパ
クト評価、開発プログラムを実施（次のものなど
を活⽤して）した事業所の割合

社会貢献
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413-2 地域コミュニティに著しいマイナスのインパクト
（顕在的、潜在的）を及ぼす事業所

 

サプライヤーの社会⾯の  アセスメント

指標

414-1 社会的基準により選定した新規サプライヤーの割
合

 

414-2 サプライチェーンにおけるマイナスの社会的イン
パクトと実施した措置

公正な事業慣⾏（CSR調達）

公共政策

指標

415-1 政治献⾦および現物⽀給の総額（国別、受領者・
受益者別）

ESG関連データベース

顧客の安全衛⽣

指標

416-1
重要な製品およびサービスのカテゴリーのうち、
安全衛⽣インパクトの評価を改善のために⾏って
いるものの割合

 

416-2
製品やサービスについて発⽣した安全衛⽣インパ
クトに関する規制および⾃主的規範の違反事例の
総件数

 

マーケティングとラベリング

指標

417-1

製品およびサービスの情報とラベリングに関し
て、組織が定める⼿順の対象であり、⼿順の遵守
評価を⾏って
いるものの割合

品質・安全保証

417-2 製品およびサービスの情報とラベリングに関する
規制および⾃主的規範の違反事例の総件数

プロダクトライフサイクル

417-3
マーケティング・コミュニケーション（広告、宣
伝、スポンサー業務など）に関する規制および⾃
主的規範の違反事例の総件数

 

顧客プライバシー

指標

418-1 顧客プライバシーの侵害に関して具体化した不服
申⽴の総件数

ESG関連データベース

社会経済⾯のコンプライアンス

指標

419-1 社会経済分野の法規制の違反により組織が受けた
重⼤な罰⾦および罰⾦以外の制裁措置
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GRIガイドライン対照表 ISO26000対照表

6.2 組織統治

会社概要

推進体制

3つの領域

サステナビリティ・ステートメント

コーポレート・ガバナンス

コンプライアンスの取り組み

6.3 ⼈権
⼈権⽅針

⼈権の尊重

6.4 労働慣⾏

⼈材育成

ダイバーシティと機会均等

労働安全衛⽣

健康経営

6.5 環境

環境⽅針

教育

プロダクトライフサイクル

化学物質の管理

⽣物多様性への対応

6.6 公正な事業慣⾏
公正な事業慣⾏(CSR調達）

お取引先ホットライン

6.7 消費者課題
品質・安全保証

お客さまのお声への対応

6.8 コミュニティへの参画及びコミュニティの発
展

地域コミュニティへの参画

社会貢献
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ポーラ・オルビスグループのISO26000およびGRIガイドライン対照表をご覧いただけます。
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環境 Environment 社会 Social ガバナンス Governance

ESG関連データベース

環境負荷データ 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

CO2（GHG）
排出量

（実排出量）

Scope1

ポーラ・オル

ビス

グループ

5,181.2 5,346.6 5,276.2 4,365.1 t-CO2

Scope2 10,654.2 10,544.6 10,302.1 12,111.2 t-CO2

Scope3 - - - 1,574,489.2 t-CO2

CO2（GHG）
排出量

（原単位）

Scope1＋2 7.37 7.27 6.37 6.63 ｔ/売上
(億円)

エネルギー使

⽤量

電⼒使⽤量 20,338 19,957 19,986 20,263 千kWh

ガス使⽤量 975 1,018 1,225 1,149 千m3

軽油使⽤量 19 23 28 25 kl

重油使⽤量 554 603 574 260 kl

再⽣可能エ

ネルギー使

⽤量

- 130,432 131,480 193,061 kWh

⽔資源使⽤量 227,189 239,380 222,651 218,365 m3

⽔使⽤量（原単位） 105.77 109.56 91.12 87.9
m3/売
上（億

円）

廃棄物排出量 1,535 1,494 1,627 1,494 t

廃棄物量（原単位） 0.71 0.68 0.66 0.61
ｔ/売上
（億

円）

排⽔量

ポーラ化成⼯

業
※グループ売上の

80%以上を⽣
産

88 79 72 78 千m3

原材料使⽤量 2,045 2,093 2,230 2,431 t

廃棄物回収量 - 966 1,044 960 t

リサイクル率 - 40.47 41.57 37.40 ％

最終処分量 - 575 610 601 t

NOx排出量 22 24 35 28 ppm

＊CO2（GHG)排出量におけるScope1,2の対象範囲を2018年より変更（国内外店舗、海外事業所をすべて
集計）したため、主にScope2（購⼊エネルギー使⽤）の実績が増加しています。
＊2018年度温室効果ガス排出量において第三者保証を取得しました。
詳しくはこちら

環境 Environment
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地球温暖化防⽌

CO2排出量：
4,845t-CO2以下
（本年度予測値に

対し1%削減）

CO2排出量：4,734t-CO2 達成率：94％

★★

設備更新・改善に

よる省エネ対策の

実施

(1) コンプレッサー更新により、電⼒削減
(2) 空調更新、⼯場内照明LED化
(3) 各課による消し忘れ防⽌及び⼀⻫退社デー実施

資源循環

産廃量：560t以下
（中期⽬標予測値

に対し1％削減）

産廃量 601t 達成率：93％ 総廃棄物量：
1,044t
製品や包材の廃棄処理が増え⽬標未達成となっ

た
★★

有価率向上（2016年40％、2017年42％）

リスクマネジメ

ント

化学物質の管理徹

底
SDS最新版管理の徹底

★★★

適法管理の徹底

化学物質167品のリスクアセスメント及び低減
措置実施

排⽔処理⽔質監視、廃棄物処理の適正処理

災害対応

緊急時対応訓練の実施（漏洩の訓練や予防など

追加し実施）

⽕災リスク軽減（コンセント点検清掃等）

袋井⼯場の耐震⼯事検討

ポーラ化成⼯業の⽣産活動における環境⽬標と実績
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コミュニケーシ

ョン

・教育

積極的な情報開⽰ (1) 地域環境新聞の発⾏（1回）
(2) ⼯場周辺の⾃治会意⾒交換会（5⽉）
（⾃治会要望に応え、⼯場近隣の川清掃と⼯場敷地
北側道路の歩道草取り実施）

★★★

外部交流

(1) 法多⼭クリーンウォーク活動  69名参加（5
⽉）
(2) 社内従業員向け環境セミナー（1回）
(3) 環境内部監査員育成教育、レベルアップ教育の
実施
(4) 環境褒賞制度実施
（環境活動に貢献してくれた⼈を表彰し活性化を図
る）
(5) 環境キッズ教育の開催・・・夏休み⼯場体験学
習
(6) ⼯場周辺歩道の植栽管理協⼒（マルチング材の
提供）

監査 対象 内容

環境監査
ポーラ化成⼯業
※グループ売上の80%
以上を⽣産

定期的に実施（年1回の内部監査、年１回の外部監査）
ポーラ化成⼯業にてISO14001を取得。

環境コンプライアンス 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

環境関連法令違反

ポーラ・オルビス

グループ

0 0 0 0 件

環境問題を引き起こす事故・

汚染
0 0 0 0 件

環境問題に関する苦情 0 0 0 0 件

環境外部評価 対象 2015年 2016年 2017年 2018年

CDP 気候変動 - - D B

環境・表彰歴 対象 内容

2004年 緑化推進運動功労者内閣総理⼤⾂表彰を受賞 ポーラ化成⼯業 詳しくはこちら

2014年 ⼭梨県環境保全功績者表彰 
継続的な⼭梨県内の環境保全活動（森づくり）に対し県より

表彰

オルビス 詳しくはこちら

2014年・2015年・2016年・2017年
オーストラリアパッケージ連盟にて表彰

Jurlique  

環境教育 対象 2015年 2016年 2017年 単位

環境セミナー開催回数・参加

者数

ポーラ化成⼯

業
※グループ売上
の80%以上を
⽣産

1/袋井⼯場事
業所全従業員

1/袋井⼯場事
業所全従業員

1/袋井⼯場事
業所全従業員

回/対象

⼯場体験学習参加⼈数 18 17 16 ⼈
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（１）基本情報

従業員データ 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

従業員数

総従業員数

（派遣出向者

を除き、受⼊

出向者を含

む）
グループ全体

3,888 3,847 4,139 4,181 ⼈

管理職者数

（男・⼥）
381/327 320/253 347/254 350/279 男/⼥ ⼈

⼥性管理職⽐

率
46.2 44.2 42.3 44.4 ％

雇⽤別従業員数

正規従業員数

（男・⼥）

国内グループ全体

1,057/1,971 1,035/2,024 1,030/2,262 1047/2286 男性/⼥
性 ⼈

⾮正規従業員

数（男・⼥）
313/1,383 361/1,330 350/1,222 366/1445 男性/⼥

性 ⼈

派遣社員数

（男・⼥）
15/141 31/197 14/216 34/369 男性/⼥

性 ⼈

新規採⽤者数

新卒採⽤者数

（男・⼥）
国内グループ全体 21/21 24/29 20/37 12/27 男性/⼥

性 ⼈

離職率

全体

国内グループ全体

3.7/5.7 2.5/5.6 2.0/5.8 3.1/6.0 男性/⼥
性 ％

⾃⼰都合 44/172 34/189 29/217 47/231 男性/⼥
性 ⼈

会社都合 1/1 2/0 0/0 1/6 男性/⼥
性 ⼈

その他 2/0 0/1 0/0 0/5 男性/⼥
性 ⼈

 

平均勤続年数

（正規従業員

のみ）

国内グループ全体

7.5/7.6 8.6/8.5 10.7/7.5 10.6/7.7 男性/⼥
性 年

年間総労働時

間・残業時間
12.78 13.85 13.75 12.59 時間

有給休暇取得

率
61.0 65.1 67.8 70.0 ％

 

育児休業取得

者数

国内グループ全体 6/268 1/246 2/210 4/332 男性/⼥
性 ⼈

育児休業復職

率
- - 100/88.3 100/93.9 男性/⼥

性 ％

社会 Social
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KPI

KPI

KPI

その他育児制

度

・キャリアロス回避を⽬的とし、育児休暇者の早期職場復帰⽀援

制度を導⼊・福利厚⽣制度で就学前の⼦を対象に託児施設、ベビ

ーシッター等の利⽤費⽤の補助・フレックスタイム制度

 

障がい者雇⽤

と雇⽤率

国内グループ全体

63/- 59/- 66/1.8 75/1.7 ⼈/％

介護休業取得

者数
3/3 0/3 0/0 1/3 男性/⼥

性 ⼈

再雇⽤制度利

⽤者数
- - 127 133 ⼈

従業員の待遇 対象 内容

賃⾦の基準

グループ全体

年に1回、最低賃⾦改正時に同時に⾒直しし、最低賃⾦
を下回らないよう徹底しています。

ILO中核的労働基準の遵守
結社の⾃由及び団体交渉権、強制労働の禁⽌、児童労働

の実効的な廃⽌、雇⽤及び職業における差別を禁⽌して

います。

従業員との対話

従業員の待遇に関わる決議がなされる前に、労働組合の

あるポーラ化成⼯業と科薬では労使交渉にて労働組合と

対話、労働組合のない会社においては従業員代表と対話

をしています。

労働安全衛⽣ 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

休業災害数

国内グループ全体

- - 4 4 件

不休災害件数 - - 8 4 件

死亡災害件数 - - 0 0 件

安全衛⽣委員会の実施状況 国内グループ全体 従業員が50名以上の事業所で実施しています。

従業員の研修 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

未来研究会の修了者数

ポーラ・オルビス

グループ

230 242 258 273 ⼈(累積）

ビジネス変⾰塾（2017年
までは、経営幹部養成講

座）の修了者数

92 96 100 103 ⼈(累積）

（２） サステナビリティ（⾮財務） KPI

先端技術・サービスによる

QOLの向上 対象 内容

国内外の研究受賞数 / 先端肌
科学研究員数

ポーラ化成⼯業
2020年までに研究開発費を20〜30％増やすほか、
研究員を20名増やし120名体制にします。

がん復職率
ポーラ・オルビス

グループ

がんの罹患率が2⼈に1⼈といわれている⽇本で
は、「がんと共に⽣きる」時代を迎えつつありま

す。治療しながらでも安⼼して仕事ができるよ

う、治療⽀援制度、リモートワークなどの就労制

度を整えていきます。

 

地域活性 対象 内容

地域起業オーナー数 ポーラ ポーラの価値創造を地域で推進し、社会へ貢献す
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KPI

KPI

る⼥性リーダーを育成します。

地⽅⾃治体との協業案件 ポーラ・オルビス

グループ

ポーラの提供価値に共感しビジネスを展開する⽅

が、各地域の雇⽤創出と地元経済の活性化に寄与

し、地域と共に発展していくと考えています。

 

⽂化・芸術・デザイン 対象 内容

アーティストとの協働件数 /
アートによるワークショップ

受講者数

ポーラ・オルビス

グループ

従業員の個性や感性を⽣かし発揮してもらうため

に、アートに触れる機会を増やしています。感性

豊かな⼈材を育成することで、アウトプットされ

る商品・サービスを通しお客さまの⼈⽣に彩りを

提供することにつながります。そのためアーティ

ストとの協働も⾏っていきます。

（３）⼈権

⼈権 対象 内容

⼈権⽅針

ポーラ・オルビス

グループ

⼀⼈ひとりが⾃分らしく⽣きるために（ポーラ・オル

ビスグループ⼈権⽅針）

国連グローバル・コンパ

クト
国連グローバル・コンパクト

ビジネスと⼈権への取り

組み

経済⼈コー円卓会議⽇本委員会主催によるステークホル

ダー・エンゲージメントプログラムに参加。同プログラ

ムは、6⽉15⽇から7⽉13⽇迄で計5回に及ぶワークシ
ョップを実施し、国連環境計画⾦融イニシアチブ

（UNEP FI）が策定した⼈権ガイダンスツール
（Human Rights Guidance Tool）を引き続き活⽤し
て、業界毎に重要な⼈権課題の議論を⾏いました。今後

弊社内で検討してまいります。

⼈権研修
2017年 全従業員対象の講演会・eラーニングにて⼈権
啓蒙を実施

⼈権 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

⼈権侵害における訴訟件

数

ポーラ・オルビス

グループ
0 0 0 0 件

詳しくはこちら

（４）お客さま

お客さま 対象 内容

顧客満⾜度評価 オルビス 詳しくはこちら

アンケート ポーラ 詳しくはこちら

 2018年 単位

広告、宣伝などに関する規則の違反件数 0 件

（５）サプライヤー

CSR調
達

対象 内容

CSR調
達ガイ

ポー

ラ・

オル

ポーラ・オルビスグループCSR調達ガイドライン
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ドライ

ン

ビス

グル

ープ

CSR調
達の実

施

2017年 購買説明会にてCSR調達への協⼒依頼の実施
CSR調達のアンケート・実地ヒアリング・改善要望依頼の実施。
（例：電⼒使⽤量・⽔使⽤量等の把握を依頼）

（国内は独⾃のアンケートで随時実施、JurliqueはSedex※に加盟）
※Sedex・・・Sedex（本部：ロンドン）は、グローバルサプライチェーンにおけるエシカルで責任
あるビジネス慣⾏の実現を⽬指し、エシカルなサプライチェーンデータを管理・共有する世界最⼤
のプラットホームを提供する⾮営利団体です。

（６）社会

社会貢献 対象 内容

社会貢献活動

の事例
グループ全体 社会貢献

⽂化・芸術へ

の⽀援
グループ全体 ⽂化芸術活動

社会貢献 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

社会貢献⽀出

額
グループ全体 約200 約200 約200 約200 万円

団体への会員資格

団体名 対象 備考

公益社団法⼈⽇本訪問販売協

会
ポーラ

会⻑ ポーラ代表取締役社⻑ 横⼿喜⼀ 2019年6⽉末
現在

公益社団法⼈⽇本通信販売協

会
オルビス,ポーラ 会⻑ ポーラ監査役 阿部嘉⽂ 2018年6⽉末現在

⽇本化粧品⼯業連合会

ポーラ、オルビ

ス、

ポーラ化成⼯業
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⽅針など 対象 該当ページ

コーポレート・ガバナンスに

関する⽅針

ポーラ・オルビス

ホールディングス

コーポレート・ガバナンスに関する基本⽅針

コーポレート・ガバナンス報告書

企業倫理に関する⽅針 ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

腐敗防⽌に関する⽅針 ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

贈収賄防⽌に関する⽅針 ポーラ・オルビスグループ⾏動綱領

コーポレート・ガバナン

スデータ
対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

取締役

会

全体

ポーラ・オルビ

ス

ホールディング

ス

8 8 8 6 ⼈

社外取締役⽐

率
25(2） 25(2） 25(2） 33.3(2） ％

（⼈）

⼥性取締役⽐

率
12.5（1） 12.5（1） 12.5(1) 16.6(1) ％

（⼈）

監査役

会

全体 3 3 3 3 ⼈

社外監査役⽐

率
66.6（2） 66.6（2） 66.6（2） 66.6（2） ％

（⼈）

⼥性監査役⽐

率
0 0 0 0 ％

（⼈）

取締役会開催回数（臨時

取締役会含む）
25 25 25 22 回

取締役会平均出席率 98.4 95 99 98.6 回

社外取締役 取締役会平
均出席率

91.7 80 96 97.4 ％

監査役会開催回数 16 14 19 16 回

監査役会出席率 100 100 100 100 ％

役員報酬 対象 ⽀給⼈員（2018年） ⽀給額（2018年）

社内取締役（社外取締

役）

ポーラ・オルビス

ホールディングス

6名（3名） 224百万円（16百万
円）

社内監査役（社外監査

役）
1名（2名） 22百万円（13百万円）

合計 7名（5名） 246百万円（29百万
円）

社内取締役の種類別報酬の割合 対象
2018年実績（6名合
算）

単位

固定報酬 基本報酬

ポーラ・オルビス

ホールディングス

172 百万円

変動報酬
賞与 30 百万円

ストックオプション 21 百万円

合計 224 百万円

ガバナンス Governance
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KPI

KPI

具体的取り組み 対象 内容

取締役会の機能強

化

ポーラ・オルビス

ホールディングス
役員へのトレーニング、取締役会実効性の評価

⼈材育成 対象 内容

⼥性管理職⽐率
ポーラ・オルビス

グループ

2017年42.3％ ⼥性を積極的に採⽤し、活躍でき
る

環境を提供しています。

「ビジネス変⾰塾」修了役員

数/グループ内全役員数
ポーラ・オルビス

グループ

リーダーとしての変⾰実⾏⼒と⼈間的成⻑を促す

「ビジネス変⾰塾」を毎年、ポーラ・オルビスホ

ールディングス社⻑参画のもと⾏い、変⾰リーダ

ーを育成していきます。

コンプライアンスデータ 対象 2015年 2016年 2017年 2018年 単位

内部通報制度（利⽤件数）

ポー

ラ・オ

ルビス

グルー

プ

11 9 11 12 件

国内グループ

での法令違反

等

公取など関係官庁からの

排除勧告
0 0 0 0 件

不祥事などによる操業・

営業停⽌
0 0 0 0 件

コンプライアンスに関わ

る事件・事故で刑事告発
0 0 0 0 件

法令違反による罰⾦ 0 0 0 0 円

海外グループ

での法令違反

等

価格カルテルによる摘発 0 0 0 0 件

贈賄による摘発 0 0 0 0 件

その他摘発 0 0 0 0 件

法令違反による罰⾦ 0 0 0 0 円

コンプライアンス講演会

インサ

イダー

取引と

は

(国内グ
ルー

プ 役
員・従

業員)

ハラス

メント

研修

（国内

グルー

プ 基
幹職）

グロー

バルコ

ンパク

ト10原
則

（国内

グルー

プ 役
員・従

業員）

ビジネ

スと⼈

権

（国内

G・役
員・従

業員）

テーマ

（対

象）

CSRe-ラーニングWEB受講者数（国
内）

2,522 2,558 2,552 2,592 ⼈

CSRe-ラーニングWEB受講者数（海
外）

- - 332 419 ⼈

従業員意識調査回答件数 4,659 4,645 4,752 4,814 件

政治献⾦ 0 0 0 0 円

ロビー活動 0 0 0 0 件

具体的取り組み 対象 内容

内部通報制度
ポーラ・オルビス

ホールディングス

ポーラ･オルビスグループでは国内・海外ともにヘルプライ

ンを開設し、コンプライアンス違反を通報できる体制を構築

しています。
※コンプライアンス違反とは、法令違反及び⾏動綱領に背く⾏為
※ハラスメントについてはグループ各社に相談窓⼝を設定しています。
詳しくはこちら
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